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ド
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の
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・
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〈
論
文
要
旨
V
　
ト

ル

コ

の

大
衆
紙
『

タ

ク

ヴ

ィ

ー

ム
』

に

毎
冂

連
載
さ

れ
て

い

る

ゼ

ケ

リ

ヤ
・

ベ

ヤ

ー

ズ
の

コ

ラ

ム
、

「

あ
な
た

方
の

質
問
へ

の

回
答、

　
本
当
の

イ

ス

ラ

ー

ム
」

に
、

＝

○
○

○
年
一

〇
月
か

ら
二

〇
〇
一

年
八

月
の

期

間
に

掲
載
さ

れ
た

読
者
か

ら

の

質
問
約
五

〇
〇
問
の

内
容
を

分
析
す

る

　
こ

と
に

よ

っ

て、

ト

ル

コ

の

民
衆
が

イ

ス

ラ

ー

ム

に

対
し

て

ど

の

よ

う

な
意
識
・

関
心
を
も
っ

て

い

る

か

を

探
っ

た
。

質
問
が
圧

倒

的
に

集

中
し

て

い

　
る

の

は
、

儀
礼
行

為
に

関
す
る

も
の

で

あ

る
。

そ

の

他
に
、

あ
る

事

柄
が
、

罪
で

あ

る
か
、

あ
る

い

は

許
さ

れ
て

い

る

か

を

問
う

質
問
も

非
常
に

多

　
い
。

義
務
の

儀
礼
行
為
は

正

し

く
履
行
さ

れ
な
け

れ
ば

罪
と
な

る
の

で
、

質

問
の

半
分
以
上
が
罪
に

関
す
る

も

の

で

あ
る

と

い

え

る
。

罪
を

犯
す

こ

と

　
へ

の

強
い

懼
れ
は

、

死
後
の

審
判
に

対
す

る

確
固

た
る

信
仰
に

由
来
す
る

。

ま

た、

質

問
の

多
く
に、

イ
マ

ー

ム

の

言
葉
が

引
用

さ

れ

る

こ

と

か

ら
、

　
ト

ル

コ

の

民
衆
の

宗
教
牛

活
に

占
め

る

イ
マ

ー
ム

の

役
割
の

大
き
さ
を
窺
い

知
る

こ

と

が
で

き

る
。

八
キ

ー

ワ

ー

ド
V
　
ト

ル

コ
、

イ
ス

ラ

ー

ム、

儀
礼、

民
間
信
仰

は

じ

め

に
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民
衆
の

日
常
生
活
が

イ
ス

ラ

ー
ム

と

ど

の

よ
う

に

か

か

わ
っ

て

い

る

か
、

民
衆
が

イ

ス

ラ

ー
ム

に

対
し

て
ど

の

よ

う

な

意
識

・

関
心

を

も
っ

て

い

る

か

を

知
る

た

め

の

重
要
な

手
が

か

り
が

フ

ァ

ト

ワ

ー

（

一

般
信
徒
の

質
問
に

対
す
る

法
学
者
の

回
答）

で

あ

る
。

フ

ァ

ト

ワ

ー

を

発
す

る
の

に

特
別
の

資
格
は

な

く
、

法

学
者
な
ら

ば

求
め

ら

れ

れ

ば

誰
で

も

発
す
る
こ

と

が

で

き

る
。

し

か

し
、

　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　（
1）

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

諸

国
の

大
部
分
に

は
、

国

家
に

よ
っ

て

公

式
に

フ

ァ

ト
ワ

ー
を

発
す

る

機
関
が

設
け
ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、

現

在
で

中
世
に
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は

法
学
者
の

参
考
の

た
め

に
、

フ

ァ

ト
ワ

ー
の

集
成
書
が

編
纂
さ

れ
、

そ

れ

ら

は

そ

の

時
代
の

社
会
を

知
る

貴
重
な

資
料
と

し

て
、

歴

史
家
に

も

使
わ

れ

て
い

る
。

現
代
で

も
、

公
式
の

フ

ァ

ト

ワ

ー

機
関
や

、

有

名
な

法

学
者
に

よ

っ

て

フ

ァ

ト

ワ

ー

集
が

出
版
さ

れ

て

い

る
。

フ

ァ

ト

ワ

ー

と

銘
打
っ

て

は

い

な
い

が
、

新
聞
や

雑
誌
に

掲
載
さ

れ

る

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す
る

読
者
か

ら

の

質
疑

と

専
門
家
に

よ

る

応

答
も

、

現

代
に

お

け

る

フ

ァ

ト

ワ

ー

と

い

え

る
。

最
近
で

は
、

テ
レ

ビ

で

も
、

視
聴
者
か

ら

直

接
に

質

問
を

聞
き

、

ス

タ

ジ

オ

で
、

専
門
家
が

答
え

る
と

い

う

番
組
が

多
く
あ
る

し
、

イ
ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

で

も

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す
る

質
疑
応

答
を

掲

載
し
て

い

る

サ

イ
ト
は

数
多
い

。

新

聞
や

雑
誌
の

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す

る

質
疑

応
答
欄
は

、

日
本
や

ア
メ

リ

カ

の

新

聞
の

人

生

相
談
欄
の

側

面
も

持

つ
。

新
聞
雑
誌
だ

け
で

は

な

く
、

今
日
の

ト
ル

コ

で

は

公

式
の

フ

ァ

ト

ワ

ー

機
関
で

尋
ね
ら

れ

る

質
問
に

も

人
生

相
談

的
側

面

が

強
い

　

　〔
2〕

と
い

う
。

　

そ

れ
で

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

諸
国
の

大
抵
の

新
聞
や

雑
誌
に

は

か

な

ら

ず

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す

る

質
疑

応
答
欄
が

あ
る

の
か

と

い

う
と

そ

う
で

も
な

い
。

た

と

え

ば
、

エ

ジ

プ

ト

で

は
、

『

マ

ジ

ャ

ッ

ラ

ト
・

ア

ル

ア

ズ
ハ

ル
』

、

『

ミ

ン

バ

ル

・

ア

ル

イ
ス

ラ

ー

ム
』

、

『

ア
ッ

タ

サ
ウ

ウ

フ
・

ア

ル

イ
ス

ラ

ー
ミ

ー
』

な
ど

多
く
の

月
刊
の

宗
教
雑

誌
に

は

こ

の

よ

う
な

欄
が

設
け
ら

れ

て
い

る

が
、

筆
者
の

知
る

限

り
、

新
聞
に

連
載
さ

れ

て

は
い

な
か

っ

た
。

た

だ

し
、

連
載
で

は

な

く
、

時
々

特
集
と

し
て

、

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す
る

質
疑
応
答
に
一

面
を

割
く

と
い

う
こ

と

は

あ
っ

た
。

ま
た

イ
ラ

ン

の

新
聞
や

雑
誌
の

中
に

こ

の

よ

う

な

欄
が

定

期
的
に

連
載
さ

れ

て

い

る

も
の

が

あ
る

の

か

ど

う

か

も

寡
聞
に

し
て

知
ら

な
い

。

　

ト

ル

コ

に

お
い

て

も
、

筆
者
が

滞
在
し

て

い

た
二

〇
〇
〇
年
九
月
か

ら

約
一

年
間
の

問
、

こ

の

よ

う
な

欄
を

定
期
的
に

設
け

て
い

る

新
聞
．

雑
誌
は

『

タ

ク

ヴ
ィ

ー

ム
』

た

だ
一

つ

だ

け

で

あ
っ

た
。

特
に

「

タ

ク

ヴ
ィ

ー
ム
』

が

こ

の

よ

う
な
コ

ラ
ム

を

毎
日

連

載
し

て

い

る

の

は
、

少
し

意
外
な

気
が

す
る

。

な
ぜ

な

ら

ば
、

イ
ス

ラ

ー
ム

色
の

強
い

新
聞
や

雑
誌
も
多
い

な

か

で
、

「

タ

ク
ヴ

ィ

ー

ム
』

は
、
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タ ブ ロ イ ド紙 の 中の イ ス ラ ーム

そ
れ
ら

の

イ
ス

ラ

ー
ム

系

新
聞
と

は

対
極
に

位
置
す

る
、

セ

ン

セ

ー
シ
ョ

ナ
ル

な
ゴ

シ

ッ

プ

や

犯
罪

記
事
と

セ

ミ
ヌ

ー

ド

の

女
性
の

カ

ラ

ー

写
真
を

売
り

物
と

す

る

大
衆
的
タ
ブ
ロ

イ
ド

紙
だ

か

ら

で

あ

る
。

し

か

し
、

扇

情
的
大
衆
紙
だ

か

ら
、

イ

ス

ラ

ー
ム

を

扱
わ

な
い

と
い

う
の

は

偏
見
で

、

こ

の

新
聞
は

、

ラ
マ

ダ
ー
ン

月
で
も

な
い

の

に

（

断

食
月
で

あ
る

ラ

マ

ダ
ー

ン

月

に

は
、

ト
ル

コ

の

各

新

聞

は
、

毎
日

イ

ス

ラ

ー
ム

の

た

め

の

特
別
頁
を

設
け

る
）

、

二

〇

〇
一

年
二

月
二

日

か

ら
、

三

六

回
に

わ

た
っ

て
、

「

預

言
者
の

時
代
以

降

の

偉
大
な

る

イ

ス

ラ

ー
ム

の

歴
史
」

と
い

う
劇
画
を

連

載
し

た
こ

と

も
あ
る

。

ス

タ

ー

や
フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

．

モ

デ
ル

の

ゴ

シ

ッ

プ

と

並

ん
で

、

「

ロ

シ

ア

の

国
立

テ
レ

ビ

局
「

ク
ル

ト
ゥ

ー

ラ
」

で

『

コ

ー

ラ

ン

の

全
て

の

章
』

と

い

う
番

組
が

始
ま
っ

た
。

こ

れ

か

ら
、

毎

週

水

曜
日
に

放
送
さ

れ

る

予
定
で

、

ム

ス

リ
ム

の

間
に

喜
び

が

沸

き

起
こ

っ

た
。

」

と

い

う

記

事
も
こ

の

新
聞
に

は

掲
載
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　

ゼ

ケ

リ

ヤ
・

ベ

ヤ

ー

ズ

の

「

あ
な

た

方
の

質
問
へ

の

回
答、

本
当
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

と
い

う

の

は
、

こ

の

よ

う
な

タ
ブ
ロ

イ

ド

紙
に

毎
日

連

載
さ

れ
て

い

る
コ

ラ
ム

で

あ
る

。

こ

の

コ

ラ

ム

で

は
、

日
に

よ
っ

て

は
、

読
者
の

質
問
な

し

に
、

ベ

ヤ

ー
ズ

が

特
定
の

問
題
を

取
り

上

げ
、

自
分
の

所

見
を

述
べ

る

場
合
も

あ

る
。

し

か
し
、

大

部
分
の

日

は
、

フ

ァ

ッ

ク
ス

や

電
話
で

よ

せ

ら
れ

た

読

者
か

ら
の

質

問
へ

の

回
答
で

あ
る

。

（

フ
ァ

ッ

ク

ス

番
号
と

電

話
番
号、

そ

れ

に

メ

ー
ル

・

ア

ド
レ

ス

は
、

毎
回
掲
載
さ

れ

て

い

る
。

）

日

に

三

つ

か

ら

四
つ

の

質

問
に

答
え

る

こ

と

も

多
い

。

質
問
は
、

た
い

て

い

の

場
合

非
常
に

短
く

、

質
問
者
の

名
前
も
な
い

。

質

問
の

す
べ

て

が
、

実

際
に

読
者
か

ら

な
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

の

か

は

疑
わ

し
い

が
、

少
な

く

と

も
、

読
者
が

知
り

た

が

る

よ

う
な

質
問
を

想
定
し

た

で

あ

ろ

う
。

こ

れ

ら

の

質
問
に

よ
っ

て
、

「

世
俗
国
家
」

ト
ル

コ

に

お

け
る

民
衆
の

生

活
と

イ
ス

ラ

ー
ム

と

の

か

か

わ
り

、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

対
す
る

意
識
を

窺
い

知
る
こ

と

が

で

き

る
。

本
稿
は

、

二

〇

〇
〇
年
一

〇
月
か

ら

二

〇
〇
一

年
八

月
の

間
に

こ

の
コ

ラ

ム

に

掲

載
さ

れ

た

質
問

約
五

〇
〇
師…
と
、

そ

れ

を

補
う
も

の
と

し

て
、

そ

れ

以
前
の

こ

の
コ

ラ
ム

を

編
纂
し

た

ゼ

ケ

リ
ヤ
・

ベ

ヤ

ー
ズ

の

著
書
『

本
当

81 （297）
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（
三
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　（
5）

の

イ
ス

ラ

ー

ム

ー

　
微
笑
み
の

イ
ス

ラ

ー
ム
』

の

中
に

あ
ら

わ

れ

た

質
問
を
通
し

て
、

現

代
ト
ル

コ

の

「

普
通
の

人
々
」

の

イ
ス

ラ

ー

ム

意

識
を

探
ろ

う
と

す

る

も
の

で

あ
る

。

本
稿
は
、

回

答
者
ゼ

ケ

リ

ヤ
・

ベ

ヤ

ー
ズ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

観
を

論
じ

る

こ

と

が

目

的
で

は

な

い

の

で
、

主

に

読
者
の

質

問
の

み

に

注
目
し

て
、

彼
の

回

答
を

分

析
す

る
こ

と

は

し

な
か
っ

た
。

別
に

機
会

が

あ

れ

ば
、

彼
の

回

答
を

エ

ジ
プ

ト
の

雑
誌
上
で

の

同
様
の

質
問
の

回
答
と

比
較
し

て
、

エ

ジ

プ
ト
と

ト
ル

コ

の

相
違
な

ど

を

論
じ

て

み

た
い

。

　
こ

の

コ

ラ

ム

を

書
い

て

い

る
ゼ

ケ

リ
ヤ

・

ベ

ヤ

ー
ズ

は
、

宗
教
社
会
学
を

専
攻
す

る

大
学
教
授
で

あ
る

。

し

か

し

学
者
と

し

て

よ

り

は
、

政
治
に

強
い

興
味
を

持
ち

、

テ
レ

ビ

の

ゲ
ス

ト

と

し
て

様
々

な

問
題

発
言
を

行
っ

て

は
、

新
聞
紙
上

を

騒
が

す
「

メ

デ
ィ

ア

文

化

人
」

と

し

て

有
名
で

あ
る

。

思
想
的
に

は
、

世
俗
主
義
と

モ

ダ
ニ

ズ

ム

の

信
奉
者
で

あ
り
、

政
治
的
に

は

民
族
主
義
政
党
で

あ

る

MH

P
（

民
族
主

義
者
行
動

党
）

の

支
持
者
で

あ

る
。

イ
ス

タ
ン

ブ

ー
ル

大
学
の

神
学
部
の

教
授
で

あ
っ

た

が
、

二

〇
〇
〇

年
一

二

月
、

女

学
生
の

ス

カ

ー
フ

着
用
禁
止

問
題
で

揺
れ

て

い

た
マ

ル

マ

ラ

大
学
の

神
学

部
の

学
部
長
と

し

て

招

聘
さ

れ
、

二

〇
〇
三

年
｛

0
月
ま

　
　
　

　
　
　

　

　

〔
6）

で
、

そ

の

地

位
に

あ
っ

た
。

学
部
長
就
任
後
に

、

ス

カ

ー
フ

を

し

た

女
生

徒
の

キ

ャ

ン
パ

ス

立

ち

入

り

禁
止

令
を

出
し

、

そ
の

方
針
の

学
生
へ

の

説
明
会
の

と

き
に

、

学
生
に

ナ

イ

フ

で

刺
さ

れ

負
傷
し

た
。

禁
止
令
は

実
施
さ

れ
、

ス

カ

！

フ

を

し

た

女

生

徒
は

キ
ャ

ン

パ

ス

か

ら

締
め

出
さ

れ
た

。

女
生

徒
を
支
持
す
る

男
子
生

徒
も

授

業
を
ボ
イ
コ

ッ

ト

し

た

た
め
、

半
年
以

上

に

わ

た
っ

て
、

神
学

部
は

事

実
上

機
能
し

な

か
っ

た
。

　
こ

こ

で
、

ト

ル

コ

に

お

け

る
、

新
聞
以
外
の

メ

デ
ィ

ア
、

特
に

テ
レ

ビ

で

の

イ
ス

ラ

ー
ム

に

関
す

る

番
組
に

つ

い

て

簡
単
に

触
れ
て

　
　
　　
アソ

お

き
た

い
。

ト

ル

コ

の

テ
レ

ビ

に

は
、

二

〇
近
い

チ
ャ

ン

ネ
ル

が

あ
り

、

中
に

は

イ
ス

ラ

ー
ム

系
新
聞
の

所
有
す
る

チ
ャ

ン

ネ
ル

も

複

数
あ
る

。

し

か

し
、

こ

れ

ら
の

イ
ス

ラ

ー
ム

系
チ
ャ

ン

ネ
ル

で

も
、

す
べ

て

の

番
組
が

宗
教

番
組
と

い

う
わ

け

で

は

な

く
、

特
に

ゴ

ー

ル

デ
ン

ア

ワ

ー

の

番

組
は

他
の

民
間
テ
レ

ビ

局
と

あ
ま

り

変
わ

ら

な
い

娯
楽
番
組
を

放
送
し
て

い

る
。

宗
教
番
組
は

大
体
午
前

中
に

三
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0
分
番

組
と

し
て

放
送
さ

れ

る
。

た
と

え

ば
、

TGRT

の

「

心

の

安

ら

ぎ

に

向
か

っ

て
」

（

団

養
¢

鐔

U

轟
≡
　
毎

日
午

前
六

時、

午
前

九
時
に

再
放
送
）

、

STV

の

「

信
仰
に

護
ら

れ

て
」

（

『
9
コ

Ω
コ

Ω
σ

薦
Φ
゜。
圃

＆
 

月

曜
日

〜
木
曜
日
午

前
九
時）

、

内

き
巴

刈

の

「

イ
ス

ラ

ー

ム

と

生

活
」

（

宏
餌

∋

く
 

＝

塁
碧

毎
週
土

曜
日

午
前
九

時
）

な
ど

の

番
組
が

あ
る

。

サ

カ

リ
ヤ

大

学
神
学

部
イ

ス

ラ

ー
ム

法
学
科
の

教

授
で

あ

る

フ

ァ

ル

ー

ク
・

ベ

シ
ェ

ル

が
、

視
聴

者
か

ら

寄
せ

ら
れ

た

イ

ス

ラ

ー
ム

に

関
す
る

質
問
に

答

え

る

（

生
放

送
で

は

な
い

が
）

と
い

う

「

イ

ス

ラ

ー
ム

と

生

活
」

が

特
に

、

本

稿
で

取
り

上
げ
た

ベ

ヤ

ー
ズ

の

コ

ラ
ム

に
一

番
近
い

。

残
念
な
が

ら
、

筆
者
は
こ

の

番

組
を

見
た
こ

と

が

な
い

が
、

ベ

シ

ェ

ル

は
、

自
ら

の

フ

ァ

ト

ワ

ー

を

纏
め

た

著
作
も

あ

る

法
学

者
だ

か

ら
、

ベ

ヤ

ー

ズ

の

コ

ラ

ム

よ

り
、

伝
統
的
な

フ

ァ

ト
ワ

ー

に

近
い

と

思
わ

れ

る
。

ま

た

イ

ス

ラ

ー
ム

系
チ

ャ

ン

ネ
ル

の
一

つ

で

あ

る

内

穹
9
刈

の

視
聴
者
は

「

タ

ク

ヴ

ィ

ー
ム
」

の

読

者
よ

り

宗
教
意
識
が

強
く

、

教

育
レ

ヴ
ェ

ル

も

高
い

で

あ
ろ

う
。

以
上

は

イ

ス

ラ

ー
ム

系
の

テ

レ

ビ

局
の

宗
教
番

組
だ

が
、

公

共
放
送
の

TRT

で

も
毎
週
金

曜
日
の

午
前
九

時
か

ら
三

〇
分

間、

「

宗
務

省
の

時

間
」

θ
帯

譽
簿
Gっ

畧
巳

と

い

う

番

組
を

放
送
し

て

い

る
。

テ
レ

ビ

以

外
で

は
、

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
の

宗
務
省
の

ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

か

ら
、

直
接
に

イ

ス

ラ

ー
ム

に

関
し

て

の

質
問
を

送
る
こ

と
が

で

き

る

よ

う

に

な
っ

て

い

る
。

そ

れ

ら

の

質

問
内
容
と

回
答
は

公
開
さ

れ

て

い

な

い

が
、

「

よ
く

な

さ

れ

る

質
問
」

と

い

う
コ

ー

ナ

ー

が

あ
っ

て
、

そ
こ

に

は
、

教

義
と

儀
礼
に

関
す
る
質

問
と

答
え
が

掲
載
さ

れ
て

い

る
。

ト

ル

コ

の

公
式
の

フ

ァ

ト

ワ

ー

機
関
は

宗

務
省
に

属
し

て

い

る

の

だ

か

ら
、

こ

れ

ら

の

質

問
と

回
答
も

、

公
式
の

フ

ァ

ト
ワ

ー

に

近
い

。

つ

ま

り
、

ト
ル

コ

の

他
の

メ

デ
ィ

ア
に

も
、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

関
す

る
質

疑
応
答

は

存

在
す

る

が
、

す
べ

て
、

宗
教
的
メ

デ
ィ

ア

で

あ

り
、

宗

教

的
意

識
の

高
い

人
々

だ

け

が

ア

ク

セ

ス

す
る

と

思

わ
れ

る
。

ま

た

回

答
者
も
、

伝
統
的

な

法

学
の

権
威
者
で

あ

る
。

そ

れ

に

対

し
て

本
稿
で

取
り

上
げ

る
ゼ

ケ

リ

ヤ
・

ベ

ヤ

ー
ズ

の

コ

ラ

ム

は
、

宗
教
的
意

識
の

高
い

人

は
お

そ

ら

く
嫌
悪
す

る

で

あ
ろ

う
タ

ブ
ロ

イ

ド
紙
に

掲

載
さ

れ

た

も

の

で

あ

り
、

回
答
者
も

伝
統
的
な

イ
ス

ラ

ー
ム

か

ら

は

遠
い

モ

ダ
ニ

ス

ト
で

あ
る

と

い

う
点
で
ユ

ニ

ー

ク

で

あ

る
。
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さ

て

こ

の

「

本
当
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

に

寄
せ

ら

れ

た

読
者
の

質
問
内
容
は
、

多
岐
に

わ
た

る
が

、

そ

れ

ら
の

大
部
分

は

イ
ス

ラ

ー

ム

法
学
に

属
す

る

も

の

で

あ
る

。

以
下
に

お

い

て

は
、

読
者
か

ら

の

質
問
が

特
に

集
中
し

て

い

る

問
題
を
、

便
宜

的
に

儀
礼、

結
婚

、

罪、

罪
の

悔
悟

、

民
間
信
仰
の

項
目
に

分
け

て
、

そ

れ

ぞ
れ
の

項
目
で

典
型

的
な
質

問
を

紹
介
し

た

い
。

　
　

　

　
二

　
儀
礼

　

質

問
の

中
で

は

儀
礼
に

関
す
る

も

の

が
、

全
体
の

中
で

約
三

分
の
一

（

一

七
一

問）

を

占
め
、

圧
倒

的
に

多
い

。

ト
ル

コ

の

よ

う

に
、

世
俗
的
な
法
律
が

施
行
さ

れ
、

イ
ス

ラ

ー
ム

法
は

個
人
の

信
仰
生
活
に

限
定
さ

れ

る

よ

う

に

な
っ

て

来
た

社
会
で

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

法
に

関
す

る

質
問
が

儀
礼
行
為
に

集
中
す

る
の

は

自
然
で

あ

ろ

う
。

ま

た
、

儀
礼
関
係
の

質
問
が

多
い

の

は
、

エ

ジ

プ

ト

の

諸
雑
誌

の

質
疑
応
答
欄
で

も

同

じ

傾
向
の

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　

　

　
　
　

　
　
　　
お　

　

1
　
礼
拝
（

冒
螢

巨
曽
国
）

　

儀
礼
に

関
す

る

質
問
の

中
で

、

そ
の

ほ

ぼ

半
分
を

占
め

る

の

が

礼
拝
に

関
す

る

質
問
で

あ

る
。

イ
ス

ラ

ー

ム

に

お

い

て

は
、

礼
拝
は

清
浄

な

状
態
で

行
わ
な

け

れ
ば

な

ら

な
い

。

不
浄
な

場

合
に

は
、

定
め

ら

れ

た

方
法
で

浄
め

（
四
σ

ロ
Φ
・゚

こ

を

行
う

。

浄
め
に

は

穢
れ

の

大
き

さ

に

従
っ

て

全
身
沐
浴
（

大
浄
）

と

手、

足
、

顔
の

浄
め

（

小

浄
）

の
二

つ

が

あ

る
。

も

し

も
、

穢
れ

の

状
態
で

、

礼
拝
を

し

た

場
合
に

は
、

そ

の

礼
拝
は

無
効
と

な

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

自
分
が

清
浄
な

状
態
で

あ
る
の

か
、

あ
る
い

は

浄
め

を

必
要
と

す

る

状
態
に

あ

る
の

か

を
知
る

こ

と

は
、

礼
拝
を

す
る

者
に

と
っ

て

は

重

要
な

問
題
で

あ

る
。

礼
拝
の

質
問
の

中
で

は
こ

の

浄
め

に

関
す
る

質
問
が

約

半
数
を

占
め

る
。

た

と

え

ば
、

刺
青、

ピ

ア
ス

、

尿
漏
れ

を

起
こ

す

様
々

な
病

気
、

不
浄
な

も
の

と

の

接
触

を

余
儀
な

く
さ

れ

る

状
態

（

看
護
婦

、

赤
ち
ゃ

ん

の

オ
ム

ツ

が

え

な
ど

）

で
、

浄
め

が

無
効
と

な
っ

て

し

ま

う
か

が

質
問
さ

れ

る
。
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む　

礼
拝
に

関
し

て
の

質

問
で

は
、

礼
拝
時
の

服
装
に

関
す

る

質
問

、

ス

ン

ナ
の

礼
拝
と

義
務
の

礼

拝
の

関
係

、

礼
拝
の

と

き
に

わ

く
雑

念
な

ど

の

質
問

が
な

さ

れ

て

い

る
。

エ

ジ

プ

ト

の

雑
誌
の

礼
拝
に

関
す

る

質
問
に

比
べ

て
、

ト
ル

コ

で

特
に

多
い

と

思
わ

れ

る

の

は
、

仕
事
の

都
合
な

ど
の

た

め

に
、

定
め
ら

れ

た

時
間
に

礼
拝
で

き

な
い

の

で

ど

う

す

れ
ば
よ
い

か

と
い

う
質

問
で

あ
る

。

「

礼
拝
の

時
間

と

仕
事
の

時
間
が

か

ち

あ

う
。

礼

拝
の

時
間
を

仕
事
と

あ
わ
せ

て

変
え

て

良
い

か
」

（（〕
一゜

＝
o）

「

仕

事
が

あ
る

と
き
、

定
め

ら

れ

た

時

間

よ

り

前
に

礼

拝
で

き

る

か
」

（
〇

一

ψ
ご

「

夜
勤
の

仕
事
が

あ

る

と

き
、

礼
拝
が

で

き

な
い

。

次
の

日

に

行
っ

て

よ
い

か
」

（
o
一゜
軽゚

一

 ）
。

　

定
め

ら

れ
た

時
刻
に

ど

う

し

て

も
五

回
の

礼
拝
を

行
う
こ

と
が

で

き

な
い

と

き

に

法
学
で

定
め

ら

れ

て

い

る

の
が

ジ
ャ

ム

ー

（

二

つ

の

礼
拝
を

纏
め

る
こ

と
、

質
問
で

は

「

二

つ

の

礼
拝
を
一

つ

に

す
る

こ

と
」

を

意

味
す
る

ト
ル

コ

語
一
ぎ

蠧
ヨ
餌

N一

三
ユ
 

磐
眸

ヨ
Φ

が

使

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
ハね

わ

れ
、

ア

ラ

ビ

ア
語
か

ら

の

借
用

語

8
ヨ
〔
た

と

え
ば

p
凸
巴

の

使
用

例
は

少
な
い
）

と
カ

ダ

i
（

定
刻
を

過

ぎ
て

の

礼
拝
の

履

行
、

ト

ル

コ

語
で

は

ζ
懣
）

で

あ
り

、

こ

の

二

つ

に

関
す
る

質

問
も

非
常
に

多
い

。

正

午
の

礼
拝
と

午
後
の

礼
拝
を
一

緒
に

纏
め

る
こ

と
、

日

没
の

礼
拝
と

夜
の

礼
拝
を
一

緒
に

纏
め

る
こ

と

が

許
さ

れ

て

い

る
が
、

早

朝
の

礼
拝
は

他
の

礼
拝
と

纏
め

る

こ

と

が

で

き

な
い

。

そ

れ

ゆ

え
、

早
朝
の

礼

拝
を

寝
過
ご

し

て

し

ま
っ

た

人

や
、

他
の

義
務
の

礼
拝
を

時

間
内
に

行
え

な

か
っ

た

人
は

カ

ダ
ー
の

礼
拝
で

償
わ

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

。

ジ
ャ

ム

ー
と

カ

ダ
ー
に

関
す
る

質

問
は

多
い

が
、

大
部
分

は

行
う
時
間
と
旦ハ

体
的
な

や

り
方
に

関
す
る

質

問
で

あ

る
。

た

と

え

ば
、

「

二

回

の

礼
拝
を
纏
め

る

と

き
、

イ
カ

ー
マ

（

礼
拝
開
始
の

呼
び
か

け
、

ト

ル

コ

語
で

は

冨
ヨ
Φ
什）

は
一

回
で

い

い

の

か
、

二

回
な
の

か
」

（
oH
°

認
5
「

カ

ダ
ー

礼
拝
の

前
に

イ
カ

ー
マ

を

唱
え

る
こ

と

は

条
件
か
」

（
℃°
Noo

）

「

正

午
の

礼

拝
の

後
に

カ

ダ

ー

礼

拝
を

行
え
な

い

と

い

う

の

は

正

し

い

か
」

（
マ
・。

 

9
。

だ

が

カ

ダ

ー
も

ジ
ャ

ム

ー

も
、

法
学
で

は

通
常
の

礼
拝
を
行
え

な
い

正

当

な

理
由

が

必
要
な
の

だ
が

、

理
由
の

正

当

性
を

問
う

質
問
は

少
な
い
。

「

休
暇
で

行

わ

な
か

っ

た

礼

拝
を
、

カ

ダ
ー

と

し

て

行
っ

て

い

る
。

有
効
か
」

（
oo

°
＝°
 ）

「

主

婦
も

礼
拝
を
一

つ

に

纏
め
て

行
う
こ

と

が

で
き

る
か
」

言゚
瓮）

。

礼
拝
を

し
な

か

っ

た

と
い

う
こ

と

は
、
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神
に

対
し

て

「

負
債
が

あ
る
」

（

σ
o
「

o
冨

　
　
　呷

）

と

い

う
こ

と

な

の

で
、

理
由
の

正

当
性
は

と

も

か

く
、

と

り

あ

え

ず
、

カ

ダ
ー

を

行
っ

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ロ　

負
債
を

返
し

て

お

き

た
い

と

い

う
気
持
ち

が

あ

る
の

で

あ

ろ

う
。

回

答
者
も

カ

ダ

ー

と

ジ
ャ

ム

ー

を

積
極
的
に

活
用

す

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

礼
拝

儀
礼
を

現

代
人
に

と
っ

て

で

き

る

だ
け

容

易
な

も

の

に

し

た
い

と

考
え

て

い

る

よ

う

で

あ
る

。

そ

れ

で

も
、

「

眠
気
を

早
朝

の

礼
拝
を

し

な
い

正

当
な

理

由

と

し

て

認
め

る
こ

と

は
、

礼

拝
に

対
す
る

怠

慢
さ

の

原
因
と

は

な

ら

な
い

の

か
」

（

8°
一

・。°
ω

一）

と
い

う

疑
問
を

持
つ

人
も
で

て

く
る

。

し
か

し

仕
事
を
持
ち

な

が

ら
、

一

日
五

回
の

義
務
の

礼
拝
を
欠
か

さ

ず
行
う
こ

と

は

困
難
な

人
が

多
い

よ

う

で
、

次
の

質
問
者
の

よ

う
に

、

引
退
し

て

か

ら
、

過
去
の

分
の

カ

ダ

ー

を

行
う

人
も
い

る
。

「

私
は

年
金

生

活
者
と

な
っ

て

か

ら

礼
拝
を

始
め

た
。

カ

ダ
ー
の

礼
拝
を、

義
務
の

礼
拝
の

後
に

行
っ

て
い

る
。

私
の

行
っ

て

い

る

こ

と

は

正

し
い

か
」

（
op

一

〇

蠧）
。

そ

れ

で

も
ど

う

し

て

も

礼
拝
を
行
え

な
い

人
も
い

る

ら

し

く
、

次
の

よ

う
な

質

問
が

な

さ

れ

る
。

「

私
は

国
家
公

務
員
で

あ
る

。

規

則
的
に

礼
拝
を
行
わ

な
い

。

ど

う
す
る

べ

き

か
」

（
o

置
辷）

「

礼
拝
を

行
わ

な
い
、

ま

た

浄
め

を

行
わ

な
い

わ

け

の

あ
る

人

は

何
を
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

か
」

（
〇一．
ω゜
・。

切）
。

さ

ら

に

は

礼
拝
を

好
き

な

時
間
に

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

が

フ

ァ

ト

ワ

ー

か

イ

ジ
ュ

テ

ィ

ハ

ー

ド

（

伝
統
に

従
わ

な
い
、

法

学
者
独
自
の

法
判
断
）

で

可
能
か

と

い

う

大
胆
な

質
問
（
oo

自
ヒ

も
あ
る

。

　

そ

の

他
に

礼
拝
に

関
す
る

ト
ル

コ

特
有
の

問
題

に
、

礼
拝
に

使
わ

れ

る

ア
ラ

ビ

ア

語
の

問
題
が

あ

る
。

礼
拝
に

は

必

ず
コ

ー

ラ

ン

の

一

部
が

唱

え
ら

れ

る
が

、

そ

の

他
に

コ

ー

ラ
ン

に

は

な
い

多
く

の

ア
ラ

ビ

ア

語
の

祈
り

の

文
句
が

浄
め

の

時
に

も
、

礼

拝
の

時
に

も
唱

え
ら

れ

る
。

こ

れ

ら

の

文
句
は

通
常、

ド
ゥ

ア

ー

（

祈
願）

と

呼
ば

れ
て

い

る
。

ド
ゥ

ア

ー

の

中
に

は
、

礼
拝
と

は

関
係
な
く

唱
え

ら

れ

る

も
の

も
あ
る

が
、

浄
め

や

礼
拝
の

儀
礼
の
→

部
と

し
て

唱
え
ら

れ

る

ド
ゥ

ア

ー
に

関
す

る

質
問
が

非
常
に

多
い

の

で
、

こ

の

項
目

に

含
め

る
。

質
問
の

多
く

は
、

こ

れ

ら

の

ド
ゥ

ア

ー

を
唱
え

る

こ

と

は

必
要
か

、

あ
る

い

は
、

ト
ル

コ

語
で

唱
え
て

よ
い

か

と

い

う

も

の

で

あ
る

。

中
に

は

直
裁
に

「

ト

ル

・

語
で

礼

拝
で

き

る

か
」

（

。

置
諤）

と

い

う

質
問
も

あ
る

が
・

た

い

て

い

の

質
問

者
は

ド
・

ア

（3 2） 86
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i
が
コ

ー

ラ
ン

の
一

部
で

は

な
い

こ

と

を

知
っ

て
い

て

質

問
し

て

お

り
、

礼
拝
の

と

き

に

唱
え
る

コ

ー

ラ
ン

は
、

ア

ラ

ビ

ア

語
で

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

と

い

う

意
識

は

強
い

。

　

2
　
ラ
マ

ダ
ー
ン

月
の

断

食
（
O
鬥

置
O
）

　

ラ
マ

ダ
ー
ン

月
の

断
食
に

関
す

る

質
問
は

三

〇
問
ほ

ど

で

あ
る

。

あ
る

も

の

や

状
態
が

断
食
を

無

効
に

す

る

か

ど

う

か

と
い

う

質
問

が

多
い

。

こ

れ

は
、

礼
拝
の

と

き

の

質
問
に

お

い

て
、

清
浄
さ
が

無
効
に

な

る
か

ど

う

か

の

質
問
と

似
て
い

る
。

清
浄
さ

を

無
効
に

す

る

よ

う

な

も

の

は
、

断

食
も

無
効
に

す

る
と

思
わ

れ

る

の

で

あ

ろ

う
。

ま

た

断

食

を

し

な

か

っ

た

と

き

の

償
い

と

し

て

の

施
し

（
⇒

身
¢
）

に

関
す

る

質

問
も

多
い

。

礼
拝
を

行
わ

な

く

て

も
断
食
は

行
う

人
が

多
い

よ

う
で

、

礼
拝
を

し

な

い

者
の

断
食
は

受
け
入

れ

ら

れ

る

か

と
い

う

質
問
（

o°
・。

臨）

や
、

「

礼

拝
す
る

人

は

皆
断
食
す

る

が
、

断
食
す

る

人
の

大

部
分
は

礼

拝
し

な
い

。

こ

の

理

由
は

何

で

あ
ろ

う

か
」

（
o
一．
一

゜。

∀

と

い

う

質
問
が

な

さ

れ
る

。

　

3
　
喜
捨
（

舉
即

畧）

　

喜
捨
に

関
す
る

質
問
は
一

二

問
あ
る

。

イ
ス

ラ

ー

ム

教
徒
の

義

務
の
一

つ

で

あ

る

喜
捨
は
、

礼
拝、

断
食

、

巡
礼
と

い

う

他
の

義
務

と

違
っ

て
、

外
側
か

ら

観
察
で

き

る

行
為
で

は

な
い

の

で
、

ど

れ

だ

け

実
行
さ

れ

て

い

る

の

か

わ

か

り
に

く
い

。

喜
捨
は

国
家
な

ど

の

公

的
な

介
在
な

し

に
、

直
接
貧
し
い

人
に

慈

善
と
い

う
形
で

支
払
わ

れ

る
。

喜
捨
は
一

定
の

財
産

を

持
っ

て

い

る

人
だ

け

に

課
せ

ら

れ

る

し
、

ま

た

そ

の

額
も

財
産
に

よ
っ

て

決
ま

る

の

で
、

具

体
的
に

自
分
の

財
産
を

述
べ

て
、

は

た

し

て

喜
捨
が

課
せ

ら

れ

る

の

か
、

ま

た

喜
捨
の

額
は

い

く
ら

が

適
当
か

と

い

う
よ

う

な
質

問
が

な
さ

れ

る
。

ま

た

喜
捨
を

受
け
取
る

人

に

関
す
る

質

問
も

多
い

。

親
戚、

ア

レ

ヴ
ィ

ー

派
（

シ

ー
ア

派
の

異
端
）
、

環

境
緑

化
の

た

め

の

基
金

（
ワ

ク
フ
）

な

ど

に

喜
捨
を

与
え

る

こ

と

が

で

き

る

の

か

ど

う
か

が

質

問
さ

れ
る

。

実
際
に

は
、

貧
し

い

親
戚
に

喜
捨
を

与
え

る

人
が

多
い

ら

し

い
。

喜
捨
の

受

給
者
に

関
す
る

質

問
は

、

前
述
し

た

断
食

87 （303）
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を

行
わ

な

か

っ

た

償
い

の

施
し

の

受

給
者

、

ま

た
、

ラ

マ

ダ
ー

ン

月
を

無

事
に

過
ご

し

た

こ

と

を

感

謝
し

て

与
え

る

任
意
の

施

し

（

身
「

 ）

の

受
給
者
に

関
す
る

質

問

と

重
な

る
。

　

4
　
巡
礼
（

げ

琴
）

　

巡

礼
に

関
す
る

質
問
は

七

間
と

比
較
的
少
な
い

。

巡

礼
に

行
く

人

は

限
ら

れ

て

い

る

し
、

ま

た

個
人

で

巡

礼
に

行

く
わ

け

で

は

な

く
、

巡

礼
ツ

ア

ー

に

は

必
ず
ガ

イ
ド

が

付
く

。

そ

れ
ゆ

え

巡
礼
の

方
法
に

関
す
る

細
部
の

質
問
は

ま
っ

た

く

見
ら

れ

な
い

。

死
ん

だ

両

親
の

た

め

の

代
理

巡
礼
に

関
す

る

も

の

や
、

女
性
が
一

人

で

巡

礼
に

行
け

る

か

な

ど

の

質
問
が

あ

る
。

巡

礼
に

関
し

て

興

味
深
い

の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヘ
ロ　

は
、

巡
礼
に

行
け

ば
そ

れ

ま

で

の

罪
が

帳
消
し
に

な

る

と

い

う
考
え

方
で

あ
る

。

だ

か

ら
、

巡
礼
前
は

、

礼
拝
も

行
わ
ず

、

飲
酒
す
る

な

ど
の

罪
深
い

生

活
を

送
っ

て

い

て

も
、

巡

礼
か

ら

帰
っ

て

か

ら
、

新
た

に

罪
を

犯
さ

な
い

よ

う

に

暮
ら

せ

ば
、

天

国
は

約
束
さ
れ

る

こ

と

に

な

る
。

「

巡

礼
か

ら

戻
っ

た

者
は

何
も
し

な
い

で
、

引
退
し

、

仕

事
も

や

め

な

け

れ

ば
な
ら

な
い

の

か
」

δ

ζ
白）

と
い

う

質

問
は

、

巡
礼
者
に

は
、

現
役
を

引
退

し

た

年
配
の

人
が

多
い

と

い

う

事
実
に

も

あ
っ

て

い

る
。

「

カ

ー
バ

神
殿

、

あ

る
い

は

エ

ル

サ

レ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
15）

ム

で

の
一

回
の

礼
拝
は

、

他
の

場
所
の

五

万

回
、

あ
る

い

は
一

〇
万
回
の

礼
拝
に

等
し
い

と

い

う
ハ

デ
ィ

ー
ス

は

あ

る

か
」

（
oo

°
一

N．
り）

と

い

う
質
問
や

、

「

巡
礼

者
は

、

ザ

ム

ザ
ム

の

泉
（
メ

ッ

カ

の

カ

ー
バ

神
殿
の

傍
に

あ
る

聖
な

る

泉）

の

水
を

ド

ラ

ム

缶
に

入

れ

て

も

っ

て

帰
り

、

儀
式
の

と

き

に

飲
み

、

死

の

床
に

あ
る

者
に

飲
ま

せ

る
。

こ

の

水
に

は

特
別
の

性

質
が

あ
る

の

か
」

（

o
一゜

記
・゚）

と
い

う

質

問
は

、

メ

ッ

カ

に

巡

礼
に

行
く
と

い

う
こ

と

が
、

た

ん

に

義
務
を

果
た

す

と
い

う

以
上

の

意
味
を

持
っ

て

い

る
こ

と

を
窺
わ

せ

る
。

し

か

し
一

方
で

は
、

「

あ
る

人
々

は
、

三
、

四

回

巡

礼
に

行
く

が
、

貧
乏
人
に

は
、

助
け

を

与
え

な
い

。

こ

れ
に

つ

い

て

ど

う
思

う
か
」

（
〇

一．

記
じ

と
い

う

批
判
的
な

質
問
も

あ
る

。

　

巡
礼
に

比
べ

て

質

問
の

多
い

の

は
、

巡
礼
月
一

〇
日

に

祝
わ

れ

る

犠
牲
祭
に

関
し

て

で
、

一

二

問
あ
る

。

動
物
犠
牲
を

捧
げ
る

代
わ

（304） 88
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り

に

施
し

を

与
え
て

よ
い

か

と

い

う

質

問
や

、

財
政
状
態
が

苦
し

い

が
、

犠
牲
を

捧
げ
る

必

要
が
あ

る
か

、

あ

る
い

は
、

何
人
ま

で

が

共
同
で

犠
牲
と

な

る

動
物
を

買
う
こ

と

が

で

き

る

か

な

ど
の

質

問
か

ら
、

大
型
動
物
を

犠
牲
に

捧
げ
る
こ

と

が
、

経

済
的

に

負

担
と

な

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（
16〕

っ

て

い

る

人
が

少

な

く

な
い

こ

と

が

わ
か

る
。

　

5
　
葬
式
（

60

冨
暫
国

 
）

　

義
務

行
為
以
外
の

儀
礼
の

中
で
二

二

間
と

質
問
の

多
い

の

は

葬
式
で

あ

る
。

葬
式
の

儀
式
と

し

て

行
う
も

の

に

は
、

モ

ス

ク

の

ミ

ナ

レ

ッ

ト

か

ら

唱
え

ら

れ
る

死
の

告
知

6
巴
餌）
、

湯
灌

、

コ

ー
ラ

ン

の

朗
読
（

ヤ

ー
シ

ー
ン

章
や

、

ム

ル

ク

章
）

、

あ

る
い

は
コ

ー

ラ

ン

の

完
読
（

『
p
江

ヨ

　
複
数
の

朗
誦

者
に

よ

っ

て

な
さ

れ

る
）
、

葬

式
参

加
者
に

ヘ

ル

ヴ
ァ

な

ど

の

お

菓

子

を

配
る
こ

と
、

死

者
と

参
加

者
が

お

互
い

に

罪
を

赦
し

あ

う

こ

と
（

げ

巴
巴
δ
ω

∋
の

後
述）
、

イ
マ

ー

ム

が

墓
前
で

行
う

テ
ル

キ

ー

ン

（

け

色

匹
コ

　
ロ

語
で

は

鐙

蒔
5

　

　
　

　

　
　
〔
17〕

後
述）

な

ど

が

あ

る
。

ま

た

死

者
へ

の

供
養
は

、

死

後
七

日
、

四

〇
日、

五
二

日

目、

そ

し

て
一

年
目
に

も

行
い
、

コ

ー

ラ

ン

や

ド
ゥ

ア

ー
、

メ

ヴ

リ
ド

（
ム

ハ

ン

マ

ド
の

誕
生
を

祝
う
宗
教
詩）

が

唱
え
ら

れ

る
。

質
問
の

多
く
は
、

こ

れ

ら

の

儀
礼
が

死
者
に

益
を
も
た

ら

す
か

ど

う
か

を

問
う

て

い

る
。

質
問
の

背
景

に

は
、

死

者
は
、

生

者
が

こ

の

世
で

行
っ

て

い

る
こ

と

を
知
覚
し
て

い

る

と

い

う
考
え

が

あ
る

。

こ

の

考
え

に

つ

い

て

は

民
間
信
仰
の

章
で

取
り

扱
う

。

ま

た
こ

の

よ

う

な

儀
礼
が
、

コ

ー

ラ
ン

で

規

定
さ

れ
て

い

る

の

か
と

い

う

質

問
も

な
さ

れ

る
。

こ

れ

ら

の

儀
礼
を

中
心
と

な
っ

て

取
り

仕
切

る

の

は
、

モ

ス

ク

の

イ
マ

ー

ム

（

集
団

礼
拝

の

先
導
者
を
意

味

す

る

が
、

ト

ル

コ

で

は
、

宗
務
省
に

属
す
る

公

務
員

で

あ

る
。

読
者
の

質
問
で

は

イ
マ

ー
ム

よ

り
も

、

ポ

ジ

ャ

（

プ
oo

簿
）

と
い

う
言

葉

の

方
が

良
く

使
わ

れ

る
。

詳
し

く
は
後
述
）

で

あ
る

。

「

我
々

の

父

親
の

葬
式

代
と

し

て
モ

ス

ク

の

ポ

ジ
ャ

は

三

億
五

千
万

リ

ラ

を
請

求

し

た
。

セ

ラ

ー、

墓

堀
代

、

湯
灌
代

、

水
運
搬
代
（

埋

葬
が

終
わ
っ

た

ら

墓
に

水

を

か

け
る
）

、

コ

ー

ラ

ン

完
読
代
の

よ

う
な

多
く

の

こ

と

に

別
々

に

金

を

支
払
っ

た
。

こ

の

金
は

正

当
か
」

§°
自
。。）

と
い

う

質
問
も

あ

る
。

葬
式

儀
礼
の

や

り

か

た
の

詳
細
に

関
し

て

の
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質
問
は

ほ

と

ん

ど

な
い

。

イ
マ

ー
ム

が

取
り
仕
切
っ

て

い

る

の

で
、

一

般
の

人
が

迷
う

よ

う
な
こ

と

は

な
い

の

で

あ

ろ

う
。

特
殊
な
ケ

ー
ス

と

し

て
、

自
殺
者
に

葬
式
は

あ

げ
ら

れ
る

の

か

と

い

う
質
問
と
、

性
転
換

者
に

対
す

る

葬
式
の

あ
げ
か

た

に

関
す
る

質
問
が

あ
っ

た
。

三

　
結
婚
（

巳
『
曽

プ
）

　

結
婚
に

関
す
る

質

問
は

約
五

〇
問
あ
る

。

ム

ス

リ
ム

に

と
っ

て
、

結
婚
が

キ

リ

ス

ト

教
徒
の

よ

う

な

秘
蹟
で

は

な

く
、

契

約
で

あ
る

こ

と

は

良
く

知
ら

れ
て

い

る
。

法
学
書
で

も

結
婚
は

儀
礼
行
為
（

神
と

人

間
と

の

関
係）

で

は

な

く
、

社
会
的
行
為
（

ム

ア

ー
マ

ラ

ー

ト
、

人
間
と

人
間
と

の

関
係
）

の

中
で

扱
わ

れ

る
。

ト
ル

コ

で

は

も

ち
ろ

ん

結
婚
は

、

国
家
の

法
律
に

よ
っ

て

行
わ

れ
、

役

所
に

結

婚

届
を
二

人

の

証
人

の

サ

イ
ン

と

と

も
に

提
出
す

れ

ば

よ
い

。

ト

ル

コ

の

法
律
に

よ

る

結
婚
は

イ
ス

ラ

ー

ム

法
的
に

も

問
題
が

な

く
、

本

来
な

ら

ば

宗
教
的
に

も

そ

れ
で

十
分
で

あ

り、

そ

れ
以

外
に

特
に

宗
教
的
な

儀
式
を

必

要
と

し

な
い

。

し

か

し
、

ト

ル

コ

で

は
、

オ
ス

マ

ン

朝
以
来
の

習
慣
か

ら

か
、

こ

の

よ

う
な

公
式
の

結
婚
（

器
ω

邑

巳

冨
げ）

の

ほ

か

に
、

イ
マ

ー
ム

を

呼
ん

で

「

宗
教
的
な

結
婚
」

（

臼
巳

昌

穿
曽

『
）

を
執
り

行
う

の

が

普
通
で

あ
る

。

イ
マ

ー
ム

に

よ
っ

て
、

コ

ー

ラ

ン

が

読
ま

れ
、

ド
ゥ

ア

ー
（

祈
願
）

が

唱
え
ら

れ
、

契
約
が

読
み

上
げ

ら

れ

る
。

こ

の

宗
教

的

結

婚
（

イ
マ

ー
ム

婚

巨
鋤

ヨ

三

冨
巨

と

も

呼
ば

れ

る
）

で

イ
マ

ー
ム

の

果
た

す

役
割
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
18）

キ

リ
ス

ト

教
で

神
父
の

果
た

す
役
割
に

非
常
に

良
く

似
て

い

る
。

通
常

、

イ
マ

ー

ム

婚
は

、

公
式
結
婚
と

と

も

に

行
わ

れ
、

公
式
結
婚

な
し

に
、

イ
マ

ー
ム

婚
を

行
う
こ

と

は

法
律
で

禁
じ

ら

れ

て

い

る
。

し
か

し
、

読
者
か

ら

寄
せ

ら

れ
る

質
問
の

大
部
分
は

公

式
な

結
婚

を

伴
わ

な
い

イ
マ

ー
ム

婚
で

あ
る

。

公
式
的
な

結
婚
を

し

な
い

で
、

イ
マ

ー
ム

婚
を
望
む

の

は
、

親
の

反
対
で
、

公
式
結
婚
が
で

き

な

い

た

め

で

あ
る
こ

と

が

多
い

。

た
と

え

ば
、

「

私
の

家
族
は

私
の

愛
し

た

若
者
と

の

結
婚
を

許
さ

な
い

。

秘
密
に

イ
マ

ー

ム

婚
を

し

て

（306） 90
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タブ ロ イ ド紙の 中の イ ス ラ ーム

よ

い

か
」

（
o

ρ
Ho

°
・。

じ

「

家
族
に

隠
し

て

イ
マ

ー
ム

婚
を

行
い

た

い
。

若
い

娘
と

し

て
こ

の

権
利
が

な

い

の

か
」

（
。

一．
一

も

な
ど

。

公
式

結
婚
で

は
、

姓
が

変
わ
っ

て

し
ま

い
、

ま

た

身
分
証
明
書
な

ど

に

結
婚
の

事
実
が

記
載

さ
れ

て

し
ま

う
た
め

、

ど
う

し

て

も

秘
密
に

は

で

き
な

い

よ

う

で

あ

る
。

ま
た

、

一

夫
多
妻
婚
は

、

法
律
で

禁
じ

ら

れ

て

い

る

た

め
、

な
ん

ら

か

の

理

由
で

既

婚
の

男
が

も

う
一

人
の

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
〔
19〕

妻

を
持
つ

と

き

に

は

イ
マ

ー
ム

婚
し

か

で

き

な
い

。

た

と

え

ば

次
の

よ

う

な

質

問
が

あ

る
。

「

宗
教

的
結
婚
を

し

た

男
性
は

、

他
の

女

性
と

宗

教
的
結
婚
が

で

き

る
か
」

（
o°
・・

心

N
）

「

イ
マ

ー
ム

婚
を

行
っ

た
。

私
の

夫
は

他
の

女
性
と

結
婚
し

て

い

る
。

七

年
間
私
は

夫
と
一

緒
に

暮

ら
し

て

い

る
。

我
々

の

宗
教

的
結

婚
は

有
効
か
」

（
p
・ 。

鄲

9
。

ま

た
、

公
式
な

結

婚
よ

り

簡

略
な

結
婚
と

し

て

の

イ
マ

ー

ム

婚

は
、

ま

だ

経
済
的
に

自
立

で

き

な
い

た

め

公

式

結
婚
が
で

き

な
い

若
い

恋
人
た

ち

が

公
然
と
一

緒
に

い

ら

れ

る

た
め

に

使
わ
れ

る
こ

と

も

あ
る

ら

し
い

。

「

婚
約
者
と

腕
を

組
ん

で

外
を

歩
く

。

い

つ

も

我
々

は

近
く

に

い

る
。

我

々

に
、

『

罪
で

あ

る
、

イ
マ

ー

ム

婚
を

行

え
、

罪
か

ら

救
わ

れ

よ
』

と

言
う

人
が

い

る
。

正

し
い

か
」

（
〇

一゜
釦

ヒ
。

し

か

し
、

一

度
イ
マ

ー
ム

婚
を

し

て

し

ま
え

ば
、

ど
の

よ

う
に

し

て
、

解
消
し

て

い

い

の

か
、

方
法
が

わ

か

ら

な
い

ら

し
い

。

「

イ
マ

ー
ム

婚
の

夫
か

ら

別

れ

る

こ

と

を

望
ん

で

い

る
。

こ

の

た
め

に

は

何
を

な
す
べ

き

か
」

（
o’

逡
e
「

イ

マ

ー
ム

婚
の

夫
が

長
期
間、

離
れ

て

い

て
、

な

ん

の

援

助
も

な
い

。

も

し

も
私
が

犯

罪
を

行
う
な

ら

ば
罪
か
」

（
℃°
卜。

¢

N）

コ

五

年

間
、

イ
マ

ー
ム

婚
を
し
て

別
れ

た
。

夫
は

、

三

年
後、

家
に

戻
っ

て

き

た
。

か

つ

て

の

イ
マ

ー
ム

婚
は

有

効
か
」

（
oo

°
一

p

量
「

あ

る

女

性
と

秘
密
に

し

て

お

く
こ

と

を

条
件
で
、

イ
マ

ー
ム

婚
を

し

た
。

そ

の

女
性
の

家
に

こ

っ

そ
り

と

通
っ

て

い

た

が
、

こ

の

こ

と

が

親
戚
に

知
ら

れ
て

、

女
性
は

〔

私
を

〕

拒
絶
し

た
。

現
在、

私
の

こ

の

イ
マ

ー
ム

婚
は

ど

う
な

る
の

か
。

ど

の

よ

う

に
、

離
婚
し

な

け

れ

ば
な
ら

な
い

か
」

（
oo

’
一

〇．
一

゜。）

な

ど

イ
マ

ー
ム

婚
の

解
消
に

関
す
る
質

問
が

多
い

。

　

結
婚

以
外
の

社
会
的
行
為
で

は
、

相
続

、

商
取
引
の

質

問
も
ご

く
少
数
だ

が

存
在
す

る

が
、

こ

こ

で

は

省
略
す
る

。
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四

罪
（

αq
自

5

讐
）

　

質
問
の

中
で

約
五

〇
問
と

多
い

の

が
、

あ
る

行
為
が

罪
か

ど

う
か

を

問
う

質

問
で

あ

る
。

す
で

に

述
べ

て

き
た

儀
礼
や

結
婚
に

関
す

る

質

問
の

中
に

も
、

罪
か

ど

う

か

を

問
う

形
の

も

の

が

多
い

が
、

こ

こ

で

は

便
宜
上

、

除
外

す

る
。

ト

ル

コ

語
で

は
、

ギ
ュ

ナ

ー
フ

は
、

宗
教
上

の

罪
を

意
味
し

、

た

と

え

ば
、

飲
酒
は

法
律
上

で

は

罪
で

は

な
い

が
、

ギ
ュ

ナ
ー
フ

で

あ
る

。

ギ
ュ

ナ

ー
フ

は

こ

の

世
で

は

罰
せ

ら

れ

る
こ

と

は

な
い

が
、

来
世
で

は

必
ず

罰
せ

ら

れ

る
。

質
問
の

内
容
を
検
討
す

る
と
、

ギ
ュ

ナ

ー

フ

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

法
で

の
ハ

ラ

ー
ム

と

対
応
し

て
い

る

こ

と
が

わ
か

る
。

（

少
数
の

質
問
で

は
ハ

ラ

ー
ム

と

い

う

術
語
を

使
っ

て

い

る

が
、

ギ
ュ

ナ

ー

フ

の

方

が

圧

倒
的
に

多
い

。

ま

た

「

許
さ

れ
て

い

る

か
」

（

o
鉱
N
）

と

い

う

形
で

の

質
問
も
こ

こ

に

含
め

る
。

）

イ
ス

ラ

ー
ム

法

で

は
、

す
べ

て

の

行
為
は

義
務
行
為

・

推
奨
行
為
・

許
容
さ

れ

る

行
為
・

忌

避
さ

れ

る

行
為
・

禁
止
さ

れ
る

行
為
の

五

範
疇
に

分
類
さ

れ
る

が
、

最
後

の

禁
止

さ

れ

る

行
為
が
ハ

ラ

ー
ム

で
、

た

と

え
ば

豚
肉
を

食
べ

る
こ

と
、

飲
酒

、

姦
通
は
ハ

ラ

ー
ム

で

あ
る

。

エ

ジ

プ

ト
の

宗
教
雑
誌

の

質
疑
応
答
欄
で

も
、

あ
る

行
為
が
ハ

ラ

ー
ム

で

あ
る

か
、

許
さ

れ

て
い

る

（

ハ

ラ

ー
ル
）

か

の

質
問
は

多
く、

ま

た
、

ハ

ラ

ー
ム

か

ど

う
か

が

問
わ

れ

る

行
為
も

ト
ル

コ

と
エ

ジ

プ

ト

で

共
通
し
て

い

る

も
の

が

多
い

。

お

そ

ら

く

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

公
式
の

フ

ァ

ト
ワ

ー
機
関
に

問
い

合
わ
さ

れ

る

質
問
の

中
で

も
、

ハ

ラ

ー

ム

か
ハ

ラ

ー
ル

か

の

問
い

合
わ

せ

が

多
い

の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

現
代

で

は
、

ハ

ラ

ー

ム

と
ハ

ラ

ー
ル

を

主
題
に

し

た

法
学
書
が

数
多
く

出
版
さ

れ

て

お

り、

特
に

エ

ジ

プ

ト

の

法
学
者

、

カ

ラ

ダ

ー

ウ

ィ

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　〔
20）

の

も

の

は

英

訳
も

さ

れ
、

広
く

読
ま

れ

て

い

る
。

　

そ

れ

で

は
、

以

下
に

罪
か

ど

う
か

が

問
わ

れ

て

い

る

事
項
の

例
を
い

く
つ

か

あ

げ

て

み

よ

う
。

安

楽
死
、

堕

胎
、

薬
を

使
っ

て

月
経

を
遅
ら
せ

る
こ

と
、

喫
煙

、

娼
家
に

行
く
こ

と
、

友
人

の

姦
淫
の

罪
を
黙
っ

て

い

る

こ

と
、

キ

リ
ス

ト

教
の

友
人
と

い

っ

し
ょ

に

教
会

（308） 92
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の

ミ

サ
へ

行
く
こ

と
、

聖

書
を

読
む
こ

と
、

店
で

ビ

ー
ル

を

売
る
こ

と
、

ビ

ー
ル

工

場
で

働
く
こ

と
、

ア
ル

コ

ー
ル

中
毒
の

夫
に

仕
え

る

こ

と
、

美

容
整
形

、

陶
器
の

義
歯、

性
転

換
手
術

、

刺
青
す

る

こ

と
、

眉

を

剃
る

こ

と
、

髪
を

染
め

る
こ

と
、

（

男
性
が
）

金
の

指

輪
を

着
用
す
る

こ

と
、

牝
猫
に

不
妊

手
術
を
施

す
こ

と
、

女

性
が

体
に

密
着
し

た

服
を

着
る
こ

と
、

女
性
が

パ

ン

タ
ロ

ン

を

着
る
こ

と
、

礼
拝
を

ま

っ

た

く
し

な
い

人
と

共
同
で

仕
事
を
す
る

こ

と
、

夫
に

内
緒
で

、

階
段
掃
除
の

内
職
を

す
る

こ

と
、

結
婚

後
も

、

実
家

の

仕
事
を
手
伝
っ

て

い

る

女

性
が

、

親
の

銀
行
口

座
か

ら

金
を
引
き

出
す
こ

と
、

鳩
を
飼
う
こ

と

（

ト

ル

コ

で

は
趣
味
で

鳩
を

飼
っ

て

い

る

人
が

多
い
）

、

妊
娠
中
に

髪
を
切
っ

た

り、

ヘ

ン

ナ

を

着
け

る
こ

と
、

テ

レ

ビ

を

見
る
こ

と
、

歌

を

歌
っ

た
り

聞
く
こ

と

な

ど
。

　
ま

た

イ
ス

ラ

ー
ム

法
で

禁
止

さ

れ

て

い

る

利
子
（

リ
バ

ー
、

ト
ル

コ

語
で

は

貯凶
N）

に

関
連

す
る

質
問
は

以
下
の

四

間
が

あ
る

。

「

年
金
生
活
者
で

す
。

小

金
を

持
っ

て
い

る
。

銀
行
に

預
け

て

利
子
を

得
よ

う
と

す
る
の

は
、

許
さ

れ

る
か
」

（

o
一鹽
一゜
切）

「

あ
る

程
度
の

額
の

金
が

あ
る

。

仕
事
を

す
る

こ

と

が

で

き

な
い

。

銀
行
に

こ

の

金
を

預
け
、

利
子

を

と

れ

ば
、

罪
に

陥
る

か
」

（
〇
一゜

農
。゚）

「

家
を

売

っ

た

金
の

利
子
で

子

供
た

ち

を

教

育
し

た
。

許
さ

れ
て

い

る

か
」

（
op

一

・・°
・。

ご

「

銀
行
か

ら

の

ク

レ

デ

ィ

ッ

ト

で
、

家
を

買
う
こ

と

は

罪

で

あ

る

と
い

う
の

は

正

し
い

か
」

〔
oo

°
Ho

°
α）

。

　

以

上

の

よ

う

な

行
為
は
、

世
俗
的
な

法
律

で

は

全
く

問
題
に

な

ら

な
い

行
為
だ

が
、

以

下
の

二

件

は
、

世
俗
的
な

意
味
で

も

合
法
性

が

疑
わ

し

い

場
合
で

あ
る

。

一

つ

は

保
険
会

社
に

加
入
し

て

い

る

者
が

加
入
し

て

い

な
い

知
人

の

た

め

に
、

医
者
に

知
人

と

同
じ

症
状

を

言
っ

て
、

知
人

の

た

め

の

薬
を

保

険
金
で

払
う
の

は

罪
か

と

い

う
質

問

ε
一゜

自
o）

で
、

も

う
一

つ

は
、

結
婚
し

た

娘
が

父
親
の

死

後
も、

自
分
が

年
金
を

取

得
で

き

る

た
め
に

形
式
上

離
婚
す

る
こ

と
は

罪
か

と

い

う

も
の

§°
。。°
・。）

で

あ
る

。

ど

ち

ら
も

国
家
や

会

社

に

対

し

て

の

ご
ま

か

し
で

あ
っ

て
、

特
定
の

個
人

に

被
害

が

で

る

わ

け

で

は

な
い

。

こ

の

考
え

が

極

端
に

な

る

と
、

「

我
々

の

宗
教
に

よ

れ

ば
、

盗
ん

だ

電
気

や

水
を

使
う
こ

と

の

法

的
判

断
は

何
か
」

（
8
富
蛤）

と
い

う
質

問
に

な
る

。

こ

の

質

問
の

背
景

に

は
、

現

在

93 ｛3〔）〜｝♪
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の

ト

ル

コ

国
家
は

、

イ

ス

ラ

ー
ム

国
家
で

は

な

い

の

で
、

不
正

な

国
家
か

ら
、

盗
み

を
は

た

ら
い

て

も
罪
で

は

な
い

と
い

う

過

激
な

イ

ス

ラ

ー
ム

主

義
者
の

プ

ロ

パ

ガ

ン

ダ
の

影
響
が

窺
わ

れ

る
。

こ

の

質
問
に

対
す

る
ベ

ヤ

ー
ズ

の

回
答
に

対
し
て

、

「

国
家
の

金
を

盗
む

の

は

禁
止

さ

れ

て

い

る

と

あ

な

た

は

言
う

。

し

か

し

不

信
仰
の

国
家
の

金
を

盗
む

こ

と

も

罪
な

の

か
」

（

oo

°
H

鳴゜
ω

o）

と

い

う

さ

ら

な

る

質
問
も

な

さ

れ

た
。

五

　
悔
悟
（

＆
＜
げ
 
）

と

赦
し

あ
い

（

ぎ
一

註
霧
目
。
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
申

　
「

罪
を

犯
し
て

し

ま
っ

た
。

ど

う

す

れ

ば
よ

い

か
」

と

い

う

種
類
の

質
問
も
か

な

り

多
い

。

イ

ス

ラ

ー

ム

で

は
、

心
の

底
か

ら

悔
悟

す

れ

ば
、

す
べ

て

の

罪
は

原

則
的
に

は

赦
さ

れ

る
。

質
問
者
は

悔
悟
の

仕
方
を

具
体
的
に

問
う

。

罪
は

罵
り

な
ど

の

軽
い

も

の

か

ら
、

盗
み

、

姦
淫
な
ど

の

大
罪
ま

で

様
々

で

あ

る
。

特
に

質
問
の

数
が

多
く、

特
徴
的
だ

と

思
わ

れ

る

の

は

誓
言、

誓
願
の

不
履
行
の

罪
で

あ

麺
・

　

罪
の

中
に

は
、

飲
酒
の

罪
や

、

義
務
と

し
て

の

儀
礼
を
行
わ

な

か
っ

た

罪
の

よ

う

に
、

被
害

者
の

い

な
い

罪
と
、

何
ら
か

の

形
で

被

害
者
の

い

る

罪
が

あ

る
。

ト
ル

コ

語
に

は

「

誰

某
の

権
利
を

不

当
に

侵

犯
す

る
」

（

冨
罫一
⊇

旨
∋
Φ

貯
）

と
い

う
表
現

が

あ

る
。

こ

れ

は
、

盗
み

や

詐
欺
な

ど

で

相
手
に

物
質
的
な

被
害
を
あ

た

え

る

こ

と

だ
け
で

な

く
、

相

手
を
中
傷
し

た

り

し

て

精
神
的
な

被
害
を

あ

た

え

る
こ

と

も

含
む

。

こ

の

よ

う

な

罪
で

は
、

相
手
か

ら

赦
し
の

言
葉
を
も

ら

う
こ

と

が

罪
か

ら

の

救
済
の

必

須
条
件
と

考
え

ら

れ

て
い

る
。

た

と

え

ば
、

次
の

よ

う
な

質
問
が

あ
る

。

「

盗
み

を

悔
悟
し

た
。

盗
ん

だ

も

の

を

元
の

持
ち

主
に

返
す

よ

う

努
め

て

い

る
。

し

か

し
、

私
が

彼
ら

に

［

私
が

盗
ん

だ
と

］

言
う

こ

と

は

で

き

な
い

。

相
手
か

ら

赦
し

の

言

葉
を

も

ら

う

こ

と

は

〔

悔
悟
の

〕

条
件
か
」

（
。

o
」
o
］

9
。

こ

の

質
問

者
の

場

合
に

は
、

赦
し
は
一

方
か

ら

他
方
へ

の
一

方
向
だ
が

、

普
通
は

、

お

互
い

に

被
害

者
だ
っ

た

り
、

加

（310＞ 94
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害

者
だ

っ

た

り
す

る
こ

と

が

多
い

わ
け

だ

か

ら
、

相
互

に

赦
し

あ
う
こ

と

（

げ
 
H

四一一
 
ω
【

P
 
）

が

必
要
で

あ

る
。

こ

の

赦
し

あ
い

は

死
の

床
で

行
わ
れ

る
。

次
の

質
問
は

こ

の

こ

と

に

関
連
し

て

い

る
。

「

二

〇

　
三

〇
年
前
に

誰
か

の

権
利
を
侵

犯
し

た

者
が

、

死
ぬ

と

き

に

赦
し
を

望
ん

だ
の

に
、

そ

の

人
が

赦
し

を

与
え

な
い

な

ら

ば
、

赦
し

を
与
え

な
か

っ

た

者
は
、

罪
に

堕
ち

る

の

か
。

罪
に

堕
ち

な
い

よ

う
に

と

〔
口

先
だ

け

で
〕

『

あ

な
た
を

赦
し

ま
す
』

と

い

う

な

ら

ば
、

罪
は

許
さ

れ
る

の

か
」

（
。

。．
一

記
e

。

生

前
に

赦
し

あ
い

が

で

き

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　（
22）

な

く
て

も、

赦
し

あ
い

は
、

イ

マ

ー

ム

を

死

者
の

代
理

と

し

て
、

イ
マ

ー
ム

と

葬
式
の

参
列

者
の

間
で

行
わ
れ

る
。

し

か

し
、

当
然

、

権

利
を

侵
犯

さ

れ

た

者

が

す

べ

て
、

葬
式

に

参
列

で

き

る

わ

け

で

は

な

い

の

で
、

そ

の

場

合

は

ど

う

な

る

の

か

と

い

う

質
問

（
oo
°
＝°
9

も

な
さ

れ
て

い

る
。

六

　
民
間
信

仰

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
〔
23〕

　

占
い

、

民

間
療

法
、

雨

乞
い

の

動

物
犠
牲

、

聖

者
の

墓
へ

の

願
掛

け
、

様
々

な

魔
術
な
ど

の

真

偽
を

問
う

質
問
は

、

約
四
〇

問
あ

る
。

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
で

は
、

民
間
信
仰
の

多
く
は

コ

ー

ラ
ン

と
ハ

デ
ィ

ー

ス

に

関
係

付
け
ら

れ
て

お

り
、

そ

の

代
表
的
な

も
の

が

ジ

ン

（

妖

鬼）

に

ま

つ

わ

る

様
々

な

俗
信
で

あ
る

。

ジ
ン

は
コ

ー

ラ
ン

で

は
っ

き
り

存
在
を

認
め

ら

れ

て
い

る
。

民
間

信
仰
で

は
、

精
神

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　〔
24）

病
は
ジ

ン

が

憑
い

た

こ

と

が
原

因
だ

と

考
え

ら
れ

て

い

る

し
、

魔
術
も

多
く

ジ
ン

を
仲
介
と

し

て

作
用
す

る
。

ジ
ン

に

関
す

る

質
問
に

は
、

た

と

え

ば
、

「

ジ
ン

を
見
る

た

め

に

は

ど

う

す
れ

ば

よ
い

か
」

（
8
］

p
・。

切）

「

ジ

ン

と

関
係

を
持
つ

人

間
の

行
う

占
い

は

本

当
か
」

（
op5

三
「

ジ
ン

は

人
間
に

憑
く
か

。

ジ
ン

の

影
響
は

何
か
」

（
opH

。°

§

な
ど

が

あ

る
。

便
宜
的
に

こ

こ

で

論
じ

る
が

、

死

後
の

霊

魂
の

状
態
に

関
す
る

質
問

も
厳
密
に

は

民
間
信
仰
と

は
い

え

な
い

か

も

し

れ

な
い

。

コ

ー

ラ

ン

で

は

終
末
の

日

に

墓

か

ら

肉
体
が

復
活

し

て
、

最
後
の

審
判
を

受

け
、

天
国
か

地
獄
に

送
ら

れ

る
と

い

う
こ

と

は

明
白
に

書
か

れ

て

い

る

が
、

死
ん

だ

と
き

か

ら
、

終
末
の

日

95 （311）
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　〔
25）

ま

で

死

者
は

ど

の

よ

う

な

状
態
に

あ
る
の

か

と

い

う
こ

と

に

関
し

て

は

曖

昧
で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

の

期
間
の

死

者
の

状
態
に

つ

い

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
〔
26）
　
　
　

　
　

　

　

（
27＞

て
、

ハ

デ

ィ

ー

ス

に

は

様
々

な

こ

と

が

語
ら

れ
て

お

り、

そ

れ

ら

を

も
と

に
、

ガ

ザ

ー

リ

ー

や
ス

ユ

ー

テ
ィ

ー
が

、

死

後
の

世
界
を
主

題
に

し

た

本
を

著
し

て

い

る
。

こ

れ
ら

の

本
に

よ

れ

ば
、

死

者
は

、

生
者
に

語
り

か

け

る

こ

と

は

で

き

な
い

が
、

生

者
の

世
界
を
知

覚

し
て

い

る
。

死

者
は

、

こ

の

世
の

状
態
と

あ
ま

り
か

わ

ら

な
い

状
態
で

生

き

て

い

る

と

い

う
ト
ル

コ

人

の

考
え

は
、

次
の

質
問
に

も

見

ら
れ
る

よ

う
に

、

こ

れ
ら

の

宗
教
書
か

ら

影

響
を

受
け

て

い

る
の

か

も
し

れ

な

い
。

「

イ
マ

ー
ム

・

ガ

ザ
ー
リ

ー

の
、

『

死
後
の

世
界
』

と
い

う

本
で

書
か

れ
て

い

る

こ

と

は

正

し
い

か
。

〔

こ

の

本
に

は
〕

霊
は
こ

の

世
界
に

つ

い

て

知
る

と

書
か

れ

て

あ

る

が

正

し

い

か
」

（
8°
匿゚
N
°c）

。

　

死

後
の

生

に

関
し

て

は
、

た

と

え

ば

次
の

よ

う

な

質

問
が

あ

る
。

「

あ

の

世
は

、

こ

の

世
の

生

の

続

き

の

よ

う

な

も

の

か
」

8
。．
一

轟
）

「

人
間
は

死
ん

だ

と

き
、

死
ん

だ
こ

と

を

理

解
す
る

の

か
。

こ

れ

ら

の

人
々

は

誰
の

た

め

に

泣
い

て

い

る

の

か

と

〔

死

者

は
〕

疑
問
に

思

う

ら

し
い

。

こ

れ

は

本
当
か
」

（
oP

一

一．
・。

一）

「

墓
に

埋
め

ら

れ
て

い

る

人
に

水
を

運
ぶ

人

が
い

る
。

死

者
は

毎

夜、

浄

め

を

行
う
と
い

う
こ

と

だ
。

本
当
か
」

（
。

ρ
一
9

邑

な

ど
。

ま

た

前
述
し

た

葬
式
の

儀

礼
の

質

問
の

多
く
が

、

こ

れ

ら

の

儀
礼
は

死

者
の

益
に

な

る

の

か

と
い

う

形
を
と
っ

て

い

る

が
、

死

者
が

本
当
に

葬
式
で

の

コ

ー

ラ

ン

朗
読
な

ど

を

聞
い

て

益

を
こ

う
む
っ

て

い

る

か

ど

う
か

を

確
か

め

た
い

の

で

あ
ろ

う
。

死
者
を

助
け

る

た

め
に

墓
で

行
う
葬
式
儀
礼
に

テ

ル

キ

ー
ン

が

あ

る
。

死
者
は

墓
に

入
る

と

す

ぐ

ム

ン

カ

ル

と

ナ

キ

ー

ル

と

い

う
二

天
使
の

訪

問
を

受
け

、

彼
ら

か

ら

「

お

前
の

宗
教
は

何
か

、

お

前
の

預
言
者
は

誰
か

、

お

前
の

経
典

は

何
か
」

と

質
問
さ

れ

る
。

死

者
が

正

し

く

答
え

ら

れ

た

な

ら

ば
、

将
来
に

約
束
さ

れ

た

天

国

を
み
せ

、

も

し
、

答
え
ら

れ

な
け

れ

ば

二

人

に

よ

っ

て

拷
問
さ

れ

る
と

い

う
。

こ

の

墓
で

の

尋

問
と

拷
問
は

コ

ー

ラ

ン

に

は

あ
ら

わ

れ

な
い

が
、

ハ

デ

ィ

ー

ス

を

根

拠
と

し

て
、

信
仰
箇
条
に

も
取
り

入
れ
ら

れ

て
い

る
。

テ

ル

キ

ー

ン

と

は
、

死

者
を

墓
に

埋
葬
し

た

後
、

イ
マ

ー
ム

だ

け

が

墓
に

残
り
、

死
者
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ム

に

呼
び

か

け

て
、

死

者
が
ム

ン

カ

ル

と

ナ

キ

ー

ル

の

質

問
に

答
え

る

の

を

助
け

る

こ

と

で

あ
る

。

イ
マ

ー

ム

に

よ
っ

て

唱
え
ら

れ

る

テ

ル

キ

ー

ン

は

実
際
に

死

者
に

よ
っ

て

聞
か

れ

る

と

信
じ

ら

れ

て

い

る

こ

と

は

以
下
の

質
問
か

ら
も

わ

か

る
。

「

死
者
を
墓
に

入

れ

た

後
、

ポ

ジ
ャ

（

イ

マ

ー
ム
）

が

テ

ル

キ

ー
ン

を

与
え

る
と

き

に
、

死
者
は

、

ポ

ジ
ャ

の

言
っ

た

こ

と

を

聞
い

て
、

頭
を
あ

げ
よ

う
と

す

る
。

そ

の

と

き
、

頭
を

板
に

ぶ

つ

け

て
、

は

じ

め

て

自
分

が

死

ん

で

い

る

こ

と

を

理

解
す

る
と

い

わ

れ

る
。

こ

れ

は

本
当
か
」

（

o
一゜
『

孥
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　｛
29一

ち

な

み

に
、

ゼ

ケ

リ
ヤ
・

ベ

ヤ

ー

ズ

は
、

死
後
の

生
は

も

ち

ろ

ん

の
こ

と
、

墓

で

の

尋
問
と

拷
問
ま

で

を

も

否

定
し

、

読
者
か

ら

次
の

よ

う

な

反
論
の

手
紙
を

受
け

取
っ

て

い

る
。

「

死
者
を

助
け

る
こ

と

は

で

き

な
い

と

あ

な
た

は

言

う
。

し
か

し
、

コ

ー

ラ

ン

に

は
、

「

神

の

道
の

た

め

に

殺
さ

れ

た

者
を
、

死

者
と
い

っ

て

は

い

け

な
い

。

い

や
、

彼
ら

は

生
き
て

い

る
。

』

（
二

章
一

五

四

節）

と

あ

る
。

こ

れ

を

説
明
し

て

く

だ

さ

い
」

（

O

ρ
HP

ω

9
。

質
問
者
は
、

こ

の

コ

ー

ラ
ン

の

節
を

死
者
が

生
き

て

い

る
こ

と

の

証
拠
と

考
え

て

い

る

よ

う

で

あ

る
。

　

ま

た
、

ハ

デ
ィ

ー

ス

や

宗
教
書
に

は

な

く
、

お

そ

ら

く
ト
ル

コ

に

特

有
だ

と

思
わ

れ

る

考
え

に
、

死

者
の

霊

（

毎
ゴ
）

が
、

墓

か

ら

戻
っ

て

く
る

と
い

う
考
え
が

あ
る

。

た

と

え

ば
、

「

少

し
前
に

死
ん

だ

私
の

夫
の

霊
は

家
に

来
る
の

か
」

（
O
一゜
 ゜
N
）

「

死

ん

だ

人
の

霊
は
、

た

ま

に

家
族
を

訪
れ

る

と

い

う

の

は

正

し

い

か
」

（
○

一鹽
刈’
ω〔）
）

「

霊

は
〔

生

前
に

〕

近
し

か
っ

た

生

者
と

関

係
を

持
つ

こ

と

が

で

き

る

の

か
」

（
〇一
゜
ω

」

ら

な

ど

の

質

問
が
あ
る

。

　

最
後
に

テ

ル

キ

ー

ン

の

質
問
の

中
に

も

で
て

き
た

「

ポ

ジ

ャ
」

が

民

衆
の

信
仰
生
活
で

占
め

る

大
き

な

位
置
に

つ

い

て

述
べ

よ

う
。

民

間
信
仰
に

限
ら

な

く

て

も
、

ポ

ジ
ャ

の

言
っ

た
こ

と

を

引
用

し

て
、

こ

の

こ

と

は

本
当
か
と

い

う
質

問
は

非
常
に

多
い

。

た

と

え

ば
、

「

あ

る

ポ

ジ

ャ

が
、

説
教
で

『

早
朝
の

礼

拝
を

行

わ

な

い

者

の

耳
に

は

悪

魔
が

小

便

す

る
』

と

言

っ

た

が

正

し

い

か
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　（
30）

（
8
詰
」

巳
。

読

者
の

質
問
に

出
て

く

る

大
部
分
の

ポ

ジ
ャ

は
モ

ス

ク

の

イ
マ

ー
ム

（

o
蝉

三
，
oo

霧一
）

の

こ

と

で

あ

ろ

う
。

し
か

し

次

97 （313）
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の

よ

う

な
病
気
治
し

に

関
す

る

質
問
に

現
れ

る
ポ

ジ

ャ

は

イ
マ

ー
ム

だ

け
と

は

限
ら

な
い

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

「

私
の

娘
は

精

神
病
を

患
っ

て

い

る
。

医
者
や
ポ

ジ
ャ

に

連
れ

て

行
っ

た
。

ポ

ジ
ャ

は
、

あ

な

た

方
の

家
の

前
に

死

の

土
が

撒
か

れ

た
。

娘
は

そ
の

た

め

に

病

気
で

あ

る

と

い

う
。

〔

こ

の

よ

う
な

こ

と

は
〕

可

能
か
」

〔
op5N

 ）

「

私
は
一

〇

歳
の

と

き
に

ジ

ン

た

ち

の

食
卓
に

堕
ち

て

し

ま

い
、

ポ

ジ
ャ

が

や
っ

と

の

こ

と

で

救
っ

て

く
れ

た
。

こ

の

こ

と

を

説
明
し

て

く

だ

さ
い
」

（

8
ヒ’
。。）

。

こ

の

よ

う

な

病
気

治
し

を

行
う

ポ

ジ

ャ

は
、

ス

ー
フ

ィ

ー

の

場

合
も

あ

る

か

も

し

れ

な
い

し
、

ジ
ン

を

操
る

魔
術
師
（
O
一

⇒
6一
　

700

餌）

の

場

合
も

あ
る

だ

ろ

う
。

ポ

ジ

ャ

の

行
う

治
癒
に

次
の

質
問
に

も
で

て

く
る

オ

ク

ト
マ

（

o
吋

暮
日
⇔
）

が

あ
る

。

「

私
の

夫
は

酒
を
飲
み

、

家
の
こ

と

に

注

意
を

払
わ

な
い

で
、

罵
っ

て

ば
か

り
い

る
。

〔

夫
を

治
す

の

に
〕

豚
の

油
あ

る
い

は

オ

ク

ト
マ

は

役
に

立
つ

か
」

（
oo

」

o

蕗）
。

オ

ク

ト
マ

と

は
、

水
や

、

塩
、

砂

糖
の

前
で

、

ポ

ジ
ャ

が
コ

ー

ラ

ン

や

ド
ゥ

ア

ー

を

唱
え

、

そ

の

上
に

息
を
吹
き

か

け
、

そ

れ

を

後
で

病
入

に

こ

っ

そ

り

食
べ

さ

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
31V

せ

る
こ

と

で

あ
る

。

豚
の

油
を

病
気
治
療
に

使
う

の

は

魔
術
師
だ

け
で

あ
り

、

イ
マ

ー
ム

が

豚
の

油
を

使
う
こ

と

は

あ

り
え

な
い

が
、

オ

ク

ト
マ

は

イ
マ

ー

ム

も

行
う

。

イ
マ

ー
ム

が

何
か

超
自
然
的
な

力
を

持
っ

て
い

る

と

い

う

考
え

は

次
の

質
問
か

ら

も

わ

か

る
。

「

死

者
を

埋

葬
す
る
と

き

に
、

ポ

ジ
ャ

は

死
者
の

此
の

世
の

行
為
が

ど

の

よ

う
に

裁
か

れ
た

か
、

彼
が

（

墓

で
）

罰
を

受
け

た

か
、

受
け
な

か
っ

た

か

わ

か

る

と

い

う

の

は

本
当
か
」

〔
oH
°
・ 。

≒）
。

つ

ま

り
、

イ
マ

ー
ム

が

テ
ル

キ

ー
ン

を

唱
え

る

と

き
、

死

者
が

イ
マ

ー

ム

の

声

を

聞
く

だ

け

で

は

な

く、

イ
マ

ー
ム

も
墓
の

中
で

お

こ
っ

て

い

る
こ

と

を

見
る
こ

と

が

で

き

る

の

で

あ
る

。

お

そ

ら

く
こ

の

よ

う
な
超

自
然
的

力
を
持
つ

宗
教
的
権
威
と

し

て

は
、

か

つ

て

は

ス

ー
フ

ィ

ー

聖

者
や

魔
術
師
な

ど

が

存

在
し
て

い

た

の

で

あ
ろ

う
が

次
第
に

少

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　（
32）

な

く

な

り
、

現
在
で

は
、

イ
マ

ー
ム

が

彼
ら

の

代
替
と

し

て

の

機
能
を

も

果
た

す
よ

う

に

な
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。
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七

結
論

　

以

上

検
討
し
た

読
者
の

質
問
の

内
容
か

ら

わ
か

る
こ

と

は
、

第
一

に
、

彼
ら

は

非
常
に

強
い

罪
と

罰
の

観
念
を

も
っ

て

い

る

と
い

う

こ

と

で

あ

る
。

本
稿
で

は
、

儀
礼
や

結
婚
を

便
宜
的
に

罪
の

項
目
と

分
け
た

が
、

実
際
に

は
、

儀
礼
は

神
に

課
せ

ら

れ
た

義
務
の

行
為

で

あ

る

の

で
、

こ

れ

を

正

し

く

行
わ

な

け

れ
ば

罪
と

な

る
。

結
婚
も

正
し

く

行
わ

な
け

れ
ば、

姦
淫
の

罪
を
犯
す
こ

と

に

な

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

大
部
分
の

質
問
は

罪
に

関
連
し

て
い

る

と
い

っ

て

よ
い

。

罪
に

対

す

る

罰
は

、

こ

の

世
で

は

受
け

な
い

が
、

来

世
の

裁
き

は

確

実
に

あ

る

と

信
じ

て

い

る
。

彼
ら

の

こ

の

信
念
は
、

観
念
的
な

も
の

で

は

な

く
、

生
々

し
い

実
感
を

と

も

な
っ

て

い

る
。

来
世
の

裁
き

は

遠
い

未
来
の

終
末
の

口

に

行
わ
れ

る

の

で

は

な

く
、

死

後
す
ぐ
に

、

墓

の

中
で

は

じ

ま

る
の

で

あ
る

。

だ
が

、

罪
を

犯
さ

ず
に

、

神

の

定
め

た

通
り
に

生
き

る

こ

と

に

困
難
さ

を

感
じ

て

い

る

こ

と

も

次
の

よ

う
な

質

問
か

ら

窺
わ

れ

る
。

「

イ
ス

ラ

ー

ム

は

な

ぜ

全

世
界

に

広
ま

り
、

理

解
さ
れ

な

か

っ

た
の

か
。

あ
る

い

は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

を
生

き

る

こ

と

は
、

困
難
だ
か

ら

か
」

曾゚
ω冒
゜ 。）

。

特
に

、

一

日

五

回
の

礼
拝
を
欠
か

さ

ず
に

行
う
こ

と

が

困
難
な

よ

う
で

あ

る
。

ト

ル

コ

人

の

場
合、

儀
礼
の
」

部
と

み

な

さ

れ

て
い

る

様
々

な

ア

ラ

ビ

ア

語
の

ド
ゥ

ア

ー

（

祈
願
）

も

困
難
さ

を

増
加
さ

せ

て

い

る
。

ど

う
し
て

も
義
務
の

礼
拝
を

行
え

な
い

人
、

断

食
が

で

き

な
い

人
は
、

カ

ダ

ー

の

礼
拝
や

、

償
い

の

施
し
に

よ
っ

て
、

こ

の

不
履
行
の

負
債
を
返
そ

う
と

す
る

。

ま
た

、

罪
を

犯
し
て

し

ま
っ

た

者
は
、

悔
悟

し
て

、

赦
し

を

求
め

る
。

こ

の

よ

う

に

強
い

罪
の

観
念
は

、

特
に

近

年
の

イ
ス

ラ

ー
ム

復
興
に

よ

る

影
響
が

あ

る
の

か
、

あ
る

い

は
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
33）

伝
統
的
な

も

の

な
の

か

は
、

今
後
の

検
討
が

必

要
で

あ
ろ

う
。

　

第
二

に
、

民
間
信
仰
の

項
で

も

述
べ

た
が

、

質
問
の

中
に

ポ
ジ
ャ

（

イ
マ

ー
ム
）

が

宗
教
的
権
威
と

し

て
、

頻
繁
に

言
及
さ

れ
て

い

る

こ

と

か

ら
、

イ
マ

ー
ム

が
一

般
信
者
の

信
仰
生
活
の

中
で

大
き

な

位
置
を

占
め

て

い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

松
原
正

毅
は
一

九
二

〇

年

99 （315）
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代
の

ト

ル

コ

の

モ

ス

ク

の

イ
マ

ー
ム

に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

書
い

て

い

る
。

「

〔

村
の

モ

ス

ク

の

イ
マ

ー
ム

は
〕

宗
教
的
な

先
導
者
と

し

て
、

村
び
と

か

ら

尊
敬

を

う

け

る

対
象
で

あ
る

。

割
礼、

婚
約、

死

な

ど

人
生
の

重
要
な

節
目
の

た

ち
あ
い

者
と

し

て
、

欠
か

す
こ

と

の

で

き

な
い

存
在
で

あ

る
。

実
際
に
、

日
常
生
活
の

な

か

で

人

生

相
談
者、

教
育
者
と

し

て

の

役
目
を
は

た

さ

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

。

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
（
34）

と
こ

ろ

に

よ
っ

て

は
、

早
魃
の

と

き

の

雨
乞
い

式
の

先
導
役
さ

え
つ

と

め

る

必

要
が

あ
っ

た
」

。

現

在
イ
マ

ー

ム

は

宗
務
省
の

下
の

公

務
員
で

あ

り
、

国
家

試
験
に

よ
っ

て

採
用
さ

れ

る
。

法
律
上
は
、

こ

の

よ

う
に

公
認
の

イ
マ

ー
ム

し
か

、

集
団
礼
拝
の

先
導

者
と

は

な

れ

な
い

が
、

実
際
に

は
、

非
公
認
の

イ
マ

ー

ム

も

存
在
す
る
の

は

次
の

質
問
か

ら

も
わ
か

る
。

「

無
資

格
の

イ
マ

ー
ム

の

後
ろ

で

集
団

礼
拝
を

行
わ

な
か

っ

た

な
ら

ば
、

多
神
教
の

罪
（

シ

ル

ク
）

を

犯
し

た

の

か
」

（
OH

凾
ω゜
り）

。

シ

ル

ク

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

で

は
、

最
大
の

罪

で

あ

る
。

質
問
者
は

、

た

と

え
無
資
格
で

も

イ
マ

ー
ム

に

従
っ

て

礼

拝
を

行
わ

な
い

こ

と

を

大
き

な
罪
だ

と

考
え

た

の

で

あ
ろ

う
。

（316） 100
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注
（
1）
　
フ

ァ

ト

ワ

ー

と

そ

の

実
例
に

関
し

て

は
、

中
田
考
『

イ
ス

ラ

ー

ム

法
の

存
立

構
造

　
　
ハ

ン

バ

リ
ー

派
フ

ィ

ク

フ

神
事
編
』

（
ナ

カ

ニ

シ

ヤ
出

版、

　
　
二

〇

〇
三

年）
、

二

五

ー
二

九
頁
参
照

。

た

と

え
ば
ト
ル

コ

に

は
、

各
県
各
郡
に

フ

ァ

ト
ワ

ー

を

発
す

る

機
関
（
竃
自

ヰ

已
ロ

評）

が

あ
り

宗

務
省
の

管
轄

　
　
下
に

お

か

れ

て

い

る
。

（
2
）

　
ト

ル

コ

の

『

ア

ク

シ

ャ

ム
』

紙
（

二

〇
〇
三

年
一

〇
月
一

九

日）

で

「

ム

フ

テ

ィ

ー

（
フ

ァ

ト

ワ

ー

を

発

す

る

法

学

者、

ト

ル

コ

語
で

は

　
　
ヨ
ほ
窪）

た

ち

へ

人
生

相
談
」

と

い

う

見
出
し

の

記

事
の

中
で

紹
介
さ

れ
た
、

ジ
ュ

ム

プ

リ
イ
ェ

ト

大
学
神
学
部
の

行
っ

た

研
究
に

よ

る

と
、

シ

ヴ

ァ

　
　
ス

県
の

フ

ァ

ト

ワ

ー
機
関
で

の

二

〇
〇
二

年
一

月
か

ら
二

〇
〇
三

年
六

月
の

間
に

求
め

ら
れ

た

フ

ァ

ト
ワ

ー
の

う

ち
、

三

〇
％
が

、

心
理
学

的
社
会
学

　
　
的
な

内
容
の

も
の

で

あ

っ

た

と

い

う
。

た

と

え

ば、

次
の

よ

う
な
も
の

で

あ
る

。

「

私
の

夫
は

怒
り

っ

ぽ

く、

私
と

し

ょ

っ

ち

ゅ

う

喧
嘩
し、

時
々

私

　
　
を
殴
る

。

こ

の

よ

う
な

こ

と

が

ず
っ

と

続
く

と
、

結
婚
は

無
効
と

な

る

の

か
」

「

私
の

夫
は

、

あ
ら

ゆ

る

手
段
を

使
っ

て、

私
の

子
供
た

ち
が

私
か

ら

　
　
遠
の

い

て

い

く
よ

う
に

す
る

。

私
は

ど
う

す

れ

ば
よ

い

か
。

」

（
3
）
　
こ

の

コ

ラ

ム

は
、

後
述
す
る
ベ

ヤ
ー

ズ
の

負
傷
事
件
に

よ
っ

て、

二

〇
〇
｝

年
］

月
一
→

日
か

ら

二

月
八

日
ま

で

の

間
休
載
し
て

い

る
。

ま
た、

二
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○

〇
一

年
八

月
の

中
頃
に
一

旦
連
載
を
打
ち
切
っ

て

い

る
。

そ

の

後、

連

載
が

再
開
さ

れ、

現
在
（
二

〇
〇
四

年
五

月
二

六

日）

も
こ

の

コ

ラ
ム

は

続

　
　
い

て

い

る
。

以

下、

こ

の

コ

ラ

ム

か

ら

の

質
問
を
引
用
す
る

場
合
に

は、

カ

ッ

コ

内
に

掲
載

年
月
日
を

記
す

。

カ

ッ

コ

内
の

最
初
の
OO

は

二

〇
〇
〇

　

年、

O
一

は
二

〇

〇
｝

年
の

略。

（
4

）

　
N
Φ
塀

奠
ぐ
9。

ゆ
 
団

舘｝

9
零

謇

臣
貯
ミ

NO

ミ
Q

甦
器
ミ

毎
群

ミ

（

一

ω

雷
コ
σ
＝一凵

QD

穹
o

舞
団
四

髫

巳
贄一
bOOO

）鹽

以
下

、

こ

の

本
か

ら
の

質
問
を

引
用
す

　
　
る

場
合
に

は

カ

ッ

コ

内
に

頁
数
を

記
す

。

（
5）
　
こ

の

コ

ラ

ム

の

読
者
層
を
特
定
化
す
る

の

は

難
し

い

が
、

宗
教
意
識
の

強
い

人
、

あ

る

い

は

イ

ン

テ

リ

層
で

な

い

こ

と

は

確
実
で

あ

る
。

タ

ブ
ロ

イ

　
　

ド

紙
は
、

　一

般
紙
よ

り

値
段
の

安
い

こ

と

も
あ
っ

て、

低
所
得
者
層
で

も

買
う
こ

と

が

で

き

る
。

（
6V

学
外
か

ら

学
長
が

任

命
さ

れ
る

こ

と

は

極
め

て

異
例
な
こ

と

で

あ
る

。

ゼ

ケ

リ

ヤ
・

ベ

ヤ
ー

ズ
は、

『

イ
ス

ラ

ー

ム

と

服
装

ー
ス

カ

ー

フ

着
用
問

　
　

題
へ

の

宗
教
的
解
決
』

と

い

う

著
書
の

中
で
、

政
府
の

ス

カ

ー
フ

禁
止

令
を

擁
護
し
て

い

た

の

で
、

彼
が

学

部
長
に

起
用
さ

れ

た

の

だ

と

思
わ
れ

る
。

　
　

こ

の

書
の

最
初
に

は
、

上
半
身
を

露
出
し

た
女
性
の

イ
ラ

ス

ト

が

あ
っ

た

た

め
、

イ
ス

ラ

ー

ム

系
の

新

聞
が

騒
ぎ
立

て

て

い

た
。

し
か

し、

メ

デ
ィ

ア

　
　

に

あ
ら

わ

れ

る
こ

と

の

多
い

イ

ス

ラ

ー
ム

文
化
人
の
一

人

で

あ
る、

ヤ

シ

ャ

ル

・

ヌ

ー

リ
ー
・

オ

ズ

テ
ユ

ル

ク

は、

一

九

九
九
年
七

月
九
日

の

『

ヒ
ュ

　
　
ッ

リ
イ
ェ

ト
』

紙
で

、

こ

の

書
を
必
読
の

書
と

絶
賛
し
て

い

る
。

N
 
匠

 
「

貯
四

ゆ
 

養
押

映
貯

ミ

竃

O
鬯
帖

§

映
ミ

黎

§、

寒
鶏
識

譜
ミ

讐
ミ
壽
寂

ミ

寔
ミ

　
　
O
隷
築

ミ

〔

『

冨
p
σ

巳…

ω
”
コ
O
餌
評

網
四

≦

三
霑

P
一

¢

 
 

γ

　
　
ゆ

（

7）
　
こ

れ

ら
の

宗
教
番
組
に

関
し
て

は、

東
京
大

学
大

学
院
の

研
究
生

ヒ

ュ

セ

イ
ン

・

ド
ゥ

ラ
ク

オ
ウ
ル

氏
の

ご

教
示

を

賜
っ

た
。

（

8）

以

下
カ

ッ

コ

内
に

ラ

テ

ン

文
字
で

表
記
し

た

原
綴
は
、

読
者
の

質
問
に

使
わ
れ
て

い

る

ト
ル

コ

語
の

術
語
を
表
記
し

た
。

こ

れ

ら
の

術
語
の

大

部
分

　
　

は

ア

ラ

ビ
ア

語
あ
る

い

は

ペ

ル

シ

ア

語
か

ら

の

借
用

語
で

あ
る

。

ま
た

カ

タ
カ

ナ

表
記

し
た

術
語
は、

『

新
イ
ス

ラ

ー

ム

辞
典
』

（
平
凡

社、

二

〇
〇
二

　
　

年）

の

表
記
に

従
っ

た
。

（
9
）
　
ス

ン

ナ

の

礼
拝
と

は

義
務
の

礼
拝
の

前
後
に

行
う

任
意
の

礼
拝
だ
が
、

礼

拝
を

行
う

ト

ル

コ

人
は

、

普
通

、

義
務
の

礼
拝
と

い

っ

し
ょ

に、

ス

ン

ナ

　
　

の

礼
拝
も
行
っ

て

お

り
、

ス

ン

ナ
の

礼

拝
も

義
務
の

礼
拝
と

同
じ

よ

う
に

み

な
し

て

い

る
。

N
 
『

Φ
「

ぞ
餌

切
 
い

蝿
NlO

鳴

鳶

簿

ン
貯
ミ「

戸

謡

参
照

。

（
10）
　
「

礼
拝
の

纏
め

」

に

関
す

る

法
学
的
議
論
は
、

中
田

考、

前
掲
書、

七
五

−
一

六

三

頁
に

詳
し

い
。

〔
11∀
　
イ

ス

ラ
ー

ム

法
で

は
、

カ

ダ
ー

は
、

礼
拝
だ

け

で

は
な
く、

断
食

、

巡
礼
な
ど
の

定
刻
内
に

行
わ
れ

な
け
れ

ば

な
ら

な
い

義
務
を、

定
刻
後
に

行
う

　
　

こ

と

を

い

う
。

中
田

考、

前
掲
書、

三

二

頁
参
照

。

た

だ

し、

読
者
の

質
問
は、

礼
拝
の

カ

ダ
ー

に

集
中
し

て

い

る
。

（
12）
　
イ

ス

ラ

ー

ム

法
に

よ

れ
ば、

定
刻
内
に

行
わ
な

け

れ
ば
な

ら
な

い

義
務
行

為
を

行
わ

な

か
っ

た

場

合
に

も
、

履

行
義
務
は
消
滅
し
な
い

。

中
田

考、

　
　

前
掲
書、

三

二

頁
参
照

（
13
）

　
共
和

国
初
期
に

は
、

礼
拝
を
す

べ

て

ト

ル

コ

語
で

行
お

う
と

し

た
。

ト

ル

コ

語
に

よ

る
礼
拝
に

関
し
て

は、

国

巳

冠

O
 

≦
No

座
尸

暴
尋
鵞

丶
守

ミ
鳴

、

｛317）101
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（
一

の

♂
口
げ

三”

口」

亀
雪

嶋

昌
5一
穹
 

H8

°。）°

現
在
で

は

礼
拝
を

ト
ル

コ

語
だ

け

で

行
う

こ

と

を

主

張
す
る

人
々

は

ほ
と

ん

ど
い

な

い
。

（
14
）

　
こ

の

考
え

は
、

ブ
ハ

ー

リ

ー
の

ハ

デ

ィ

ー

ス

集
成

書
に

あ

る
次
の

よ

う
な
ハ

デ

ィ

ー
ス

を
基
に

し

て

い

る

と

思
わ

れ
る

。

「

罪
深
い

こ

と

や
、

淫
ら

　
　

な
こ

と

を
せ

ず
巡

礼
を

行
う
者
は
、

生

ま

れ

た

日

の

よ

う
に

浄
く

な
る
だ

ろ

う
」

（
『

ハ

デ

ィ

ー

ス

　
H
　
イ
ス

ラ

ー

ム

伝

承
集
成
」

牧
野

信
也
訳、

中

　
　

央
公
論
新
社、

二

〇
〇
一

年、

一
一

二

頁）
、

「

小
巡
礼
は

前
の

小
巡
礼
と

の

間
に

犯
し
た

罪
を

消
し、

敬

虔
な

気

持
ち

で

行
わ

れ

た

巡
礼
に

対
す

る

報

　
　
い

は

天

国
に

他
な
ら

な
い
」

〔
同
書、

一

九
四

頁）
。

（

15）
　

こ

れ

と

同
じ
ハ

デ
ィ

ー
ス

は
、

ブ
ハ

ー

リ
ー
の

集
成
書
に

は

な

い

が
、

次
の

ハ

デ
ィ

ー

ス

が

こ

れ
に

近
い

。

「

わ

た

し
の

こ

の

モ

ス

ク

〔
メ

デ

ィ

ナ

　
　
の

預
言

者
の

モ

ス

ク〕

で

行
う
一

回
の

礼
拝
は
、

メ

ッ

カ

の

聖
な
る

モ

ス

ク

以
外
の

他
の

い

か

な

る
モ

ス

ク

に

お

け
る
千
回
の

礼
拝
に

優
る
」

（

『
ハ

デ

　
　
ィ

ー

ス

　
ー

　
イ
ス

ラ

ー

ム

伝
承
集
成
』

牧
野
信
也
訳、

中
央
公

論
新
社、

二

〇
〇
一

年、

四
二
一

頁）
。

（

16
）

　
特
に

二

〇
〇
一

年
三

月
五

日

の

犠
牲
祭
は、

ト

ル

コ

の

経
済
危

機
の

最
中
だ
っ

た
の

で
、

ゼ

ケ

リ
ヤ
・

ベ

ヤ

ー

ズ
は

、

大
型
動
物
の

代
わ

り

に
、

ニ

　
　
ワ

ト

リ

を

捧
げ
て

も

よ

い

と

大

胆
な

発
言
し、

大
き
な

論
争
を
ひ

き

お

こ

し
た

。

ベ

ヤ

ー

ズ

は
、

「

犠
牲
の

目
的
と

ニ

ワ

ト

リ
の

問
題
」

と

題
し

て

二

　
　

〇
〇
一

年
三

月
」

二

日

の

『

タ

ク

ヴ

ィ

！

ム
』

紙
で

こ

の

論
争
を

振
り
か

え
っ

て

い

る
。

（
17）
　
ト

ル

コ

の

村
の

葬
式

儀
礼
に

関
し

て

は、

中
山
紀
子
『

イ

ス

ラ

ー

ム

の

性
と

俗

ー
ト

ル

コ

農

村
女

性
の

民
族
誌
』

ア

カ

デ
ミ

ア

出
版
会、

一

九

九

　
　
九

年、

六

七
−

七
四

頁、

及
び
中
山

紀
子
「

死
を

生
き

る

よ

す
が

と
す

る

　
　
葬
式
」

（
鈴
木
董

編
『
暮
ら
し

が

わ

か

る
ア

ジ
ア

読
本
ト

ル

コ
』

河

出

　
　
重
旦

房

新

社、

二

〇
〇
〇

年）
、

］

九
〇
1
一

九
七
頁
参
照。

（
18
）

　
ト

ル

コ

の

村
で

の

イ
マ

ー

ム

婚
の

詳
細
に

関
し

て

は、

中
山
紀
子
『

イ
ス

ラ

ー

ム

の

性
と

俗
』

、

一

四

ニ

ー
一

四

三

頁
参
照

。

ま

た

ト

ル

コ

の

結
婚

　
　
事
情
に

関
し

て

は
、

鈴
木
董

「

ス

イ

ス

民
法
と

村
の

結
婚
式

　
　

法
」

（

鈴
木
董

編
『

暮
ら
し

が

わ
か

る

ア

ジ

ア

読
本
ト
ル

コ
」

）
、

】

二

四

1
「

二

九

　
　
頁
参
照

。

（
19V

普
通
は、

飲
酒、

賭
博、

ポ
ル

ノ
、

利
子
な
ど

シ

ャ

リ

ー
ア

で

禁
じ

て

い

る

も

の

を

国
家
が

禁
じ
な

い

こ

と

が

よ

く

問
題
に

な
る

が、

一

夫
多
妻
婚

　
　
は、

そ

の

逆
で

あ
る

。

シ

ャ

リ
ー

ア

が
禁
じ

て

い

な

い

も

の

を

国
家
が

禁
じ

る

他
の

例
と

し

て

は、

奴
隷

制
が

あ
る

。

オ

ス

マ

ン

朝
の

と

き

に
、

西
洋

　
　
の

圧
力
に

よ

っ

て

奴
隷

貿
易
を
禁
止
し
た

と

き

に

ウ

ラ

マ

ー

は

禁
止
に

反

対
し

た
。

（
20
）

団
＝
・

無
・

5
・

邑
・

三劉

蕁
ト

ミ
騨
、

§

こ
諍

窒
ミ

寒
こ
・

ぎ
ミ

（
国
・

器
冒

暑
9
【
°・】

曁゚
しu
°
°

胃

ぎ゚
・

江
8
 
）°

こ

の

英

訳

書

　
　
は

最
初
は、

一

九
八

五

年
に

イ
ギ

リ
ス

で

出

版
さ

れ

た
。

カ

ラ

ダ

ー
ウ

ィ

ー
は、

カ

タ
ー

ル

の

衛
星
テ
レ

ビ

局
ア

ル

・

ジ

ャ

ジ

ー
ラ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

に

　
　
関
す

る

質
疑
応

答
番
組
の

回

答
者
で

も
あ

る
。

（
21
）

　
イ

ス

ラ

ー

ム

法
に

お

け

る

誓
言、

誓
願
に

関
し
て

は

遠
峰
四

郎
『

イ

ス

ラ

ム

法
入
門
』

紀
伊
国
屋
書
店、

一

九
六
四

年
、

八

八

ー
九

〇
頁
参
照

。

（
22
）

　
中

山
紀
子
『

イ
ス

ラ

ー

ム

の

性
と

俗
』 、

六

九
頁、

及
び

中
山

紀
子
「

死
を

生
き
る

よ
す

が

と

す
る

ー
葬
式
」 、

一

九
四

1
一

九

五

頁
に

村
の

葬
式

102｛3J8）
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タブ ロ イド紙 の 中 の イ ス ラ ーム

　
　

で

の
ヘ

ラ

ー
ル

レ

シ

ュ

メ

の

記
述
が

あ
る

。

（
23
）
　
ト
ル

コ

で

行
わ
れ
て

い

る

様
々

な
魔
術
に

関
し

て

は
、

一

。゚

∋
簿

N
Φ

匹
団

置
σ
o
瞥

F
諠
謡
亀

§
藁

馳

ミ
ミ

§
（

犀
璧
σ

三”

Uo
『

《
国

覧

巳
国

コ

し
 

゜。

¶）

を

　
　

参
照

。

イ

ス

ラ

ー
ム

と

魔
術
と

の

関
係
は、

拙
稿
「

イ

ス

ラ

ム

と

魔
術
」

（
『

中
東
協
力
セ

ン

タ
ー

ニ

ュ

ー

ス
』

第
二

四
巻
第

六
号、

二

〇

〇
〇

年
ニ

ー

　
　
三

月）
、

六
四

−
六

七

頁
参
照

。

（
24
）
　
ジ
ン

に

関
し

て

は
、

拙
稿
「

イ

ス

ラ

ム

に

お

け

る

天

使
・

悪

魔
・

妖
鬼
」

（
「

中
東
協
力
セ

ン

タ

ー

ニ

ュ

ー

ス
』

第
二

四
巻

第
三

号、

二

〇
〇
〇
年
八

　
　

ー

九
月）
、

四

〇
…
四

四

頁
参
照、

イ
ス

ラ

ー

ム

系
の

新
聞
『

イ
ェ

ニ

・

シ

ャ

フ

ァ

ク
』

は、

二

〇
〇
一

年
六

月
六

日
か

ら
一

五

日
ま

で
］

○
回

に

わ

　
　

た
っ

て

「

ジ

ン

の

秘
密
」

を
連
載
し

た
。

（
25）
　
イ
ス

ラ

ー

ム

に

お

け
る

死

後
の

世
界
の

考
え

に

つ

い

て

は
、

拙
稿
「

イ
ス

ラ

ム

に

お

け

る

死

後
の

世
界
」

〔
『
中

東
協
力
セ

ン

タ

ー

ニ

ュ

ー

ス
」

第

　
　
二

三

巻

第
一

二

号、

一

九
九

九
年
三

月）
、

二

四．・
−

二

八

頁
参
照

。

死

後
か

ら

復
活
の

日

ま

で

の

状
態
に

関
し

て

は、

冒
ロ
 

置
δ
ヨ
眇
ゴ

ω

∋一
聾

卸

　
　
団
〈
o
琶
Φ

閃

靄
げ

 

穿
口

巴
畚
α−

憲
鳴

駿
ミ
ミ
哥

q
謡

懸
睦
§
ミ

蠹

黛

b
笥

ミ
諒

§
犠

肉
鴨

養

ミ
ミ
ミ
N

（
〉
ぎ

穹
質

 

38

¢

ぼ
く

唐
。゚

5・
ohZ

 

ぞ

く
o

爵

　
　
勹
同

Φ
ω
ω゜

竈
。゚

一

γ

ロ

O．
し。一

よ
も。

が

詳
し

い
。

（

26）
　
O
げ
国

N

巴圃曽
額
 

b
袋
丶

ミ
、

鳥
ト

蒙
諒
嘶

ミ

醤

§
し・

ミ
＝

【丶．
ミ
ミ

ミ・
』
神

ミ
ミ層
 

F
目
⊆

臼
Φ
昌

O
餌
ロ

鉱
 

「

P
 

甘
N

僻一

〇

ヰ
o

＝
螢

護
餌
∩゚

°。

o
彡・
謬
N

 
 

卜。

凱

γ

　
こ

の

著

　

作
は

ガ

ザ
ー

リ

ー

の

著
作
と

し

て

知
ら

れ
て

い

る

が、

実

際
に

は

ガ

ザ
ー

リ

ー

の

真

作
で

は

な
い

。

後
述
の

質
問
に

あ
ら

わ

れ
る

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

『

死

　

後
の

世
界
』

と

い

う

本
は、

こ

れ

の

ト
ル

コ

語
訳
で

は

な

い

か

と

思

わ
れ
る

。

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

真
作
で

は
、

主
著
『
宗
教

諸
学
の

再
生
』

の

最
終

巻

　
　
が
、

来
世
を
扱
っ

て

い

る
。

（
27）
　
一

ヨ
四

ヨ
O
 一
巴
 
匹

島
コ

国
ω゜
Q厚

＝
＜

9
尸

鼕
趣
帆

丶

ム

貯
ミ
斜

け

戸

切
9
プ

器
ロ

島

冒

Qom

鰹
ロ

∋

（

一

。゚

B
ロ
げ

巳一

内
薗

げ

螽
コ凵
餌
コ

＜
帥
《一
5一
P
「一噌
H
¢

惑）°
　
こ

の

本
は

下

記

　
　
の

ア

ラ

ビ

ア

語
か

ら

の

ト

ル

コ

語
訳

。

ω
⊆

旨
質

 

ぎ
誉

ミ
燭

ミ
ミ

ミー
防

ぎ
誉

ミ
、

豪
ミ
町

ミ

ミ

ミ
霜

窺

 

O
碁
ミ壗
Φ

R
σ

《

〈
口
ω

鼠
．

〉
財

Oコ
，

臼
≦
H

　
　

（

しσ
色

歪
冖”

∪

胃
H

σ
コ

閑

讐
冨
「−

お
Q・

O
）°

（
28）
　
こ

れ

と

同
じ

話
が、

中
山
紀
子

『

イ

ス

ラ

ー

ム

の

性
と

俗
』

、

七

〇
頁、

及
び

中
山

紀
子
「

死
を

生
き
る

よ
す

が

と

す
る

ー
葬
式
」 、

一

九
六
頁
に

　
　
で

て

い

る
。

ト

ル

コ

で

は

広
く
信
じ
ら

れ

て

い

る

の

で

あ
ろ

う
。

（
29）
　
ゼ
ケ

リ
ヤ
・

ベ

ヤ

ー

ズ
は、

『

タ

ク

ヴ

ィ

ー

ム
』

紙
に

ラ

マ

ダ
ー

ン

月
の

問
連
載
し

て

い

た

「

ラ

マ

ザ
ン

講

話
」

の

中
で

も
（
NOO9

一

トσ

愈
、

ム

ン

カ

　
　
ル

と
ナ

キ
ー

ル

の

墓
で

の

尋
問
は
、

コ

ー

ラ

ン

に

も

な
く、

ム

タ

ワ

ー

テ

ィ

ル

（
伝
承

経
路
が

極
め

て

多
い

最
も

信
頼
の

で

き
る

ハ

デ

ィ

ー

ス
）

の

ハ

　

デ
ィ

ー

ス

に

も
な
い

の

で、

後
世
の

捏

造
で

あ
る

と

否
定
し
て

い

る
。

（
30）
　

竹
内
和
夫
『

ト
ル

コ

語
辞
典
改
訂
増

補
版
』

大

学
書
林、

一

九
九
六

年、

二

七
六

頁
に

は
、

ゴ
。

窪

の

訳

語
と

し
て

「

イ
ス

ラ

ム

学
院
出
の

導
師
」

　
　
と

あ
る

。

導
師
は

普
通、

イ

マ

ー
ム

の

訳
語
と

し
て

使
わ
れ
る

の

で

イ
マ

ー

ム

と

考
え

て

よ

い

だ

ろ

う
。
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（
31
）
　

魔
術
師
が
豚
の

油
を

治
療
に

使
う
こ

と

は、
一
ω

ヨ
再

N
 

左

国

葦
げ
o

魅
F
卜
謡
痴

織
o

ミ

寄

遭
膏
§

（

H
°。

3
コ

σ

巳一

→
o

覧
＝

∋
ω

巴

U
α
コ
ロ
ω

α

ヨ

k
趣
ヨ一
ロ

「一℃

　
　
一

竈
゜。

翼

歹
卜。

お

参
照

。

か

つ

て

は

キ

リ

ス

ト

教
の

神
父

が
豚
の

油
を

使
っ

た

治

療
を

行
っ

て

い

た

ら

し

い
。

（
32）

東
京
大

学
大
学
院
の

研
究
生
ヒ

ュ

セ

イ

ン

・

ド
ゥ

ラ

ク

オ
ウ

ル

氏
の

御
教
示
に

よ

る

と、

ト

ル

コ

に

は
「

聖
者
性
の

最
も

下
の

段

階
は、

（

死
者
の
）

　
　

墓
で

の

状
態
を
知
る
こ

と
、

人
間
の

心
の

中
に

起
こ

る

こ

と

を

知
る

こ

と

で

あ
る
」

と

い

う
言

葉
が
あ
る

。

イ
マ

ー

ム

に

本
来、

聖

者
が

持
っ

て

い

た

　
　

能
力
が

付
与
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

き
た

こ

と

が

わ
か

る
。

（
33）
　
質
問
の

中
に

は

イ
ス

ラ

ー

ム

に

関
す
る

基

礎
知
識
が
明
ら
か

に

欠
如
し

て

い

る

と

思
わ

れ

る

も

の

も

あ
る

が、

大
部
分
の

質
問
者
は、

イ

ス

ラ

ー

ム

　
　
に

つ

い

て

か

な
り

の

知
識
を
持
っ

て

い

る
。

し

か

し

中
山
紀
子
に

よ

る

と、

ト

ル

コ

の

村
で

は

イ
ス

ラ

ー

ム

に

対
す
る

態
度
は

ゆ

る

や

か

で、

こ

と

さ

　
　
ら

宗
教
的
義
務
を

果
た

す
べ

き
だ
と

教

条
的
に

考
え
て

い

る

わ
け

で

は

な

く、

ま

た

宗
教
的
義
務
行
為
に

関
す
る

知
識
も

少
な

い

（
中
山
紀
子
「

死
を

　
　
生
き

る

よ

す

が
と

す
る

−
葬
式
」

、

一

九
一

頁、

一

九
三

頁
）

。

（
34
）
　
松
原
正

毅
『

ト

ル

コ

の

人
び
と

　
　
語
り

継
ぐ

歴

史
の

中
で
』

日
本
放
送
出
版
協
会

、

】

九
八
八

年
、

＝
二

八

1
＝．一
九
頁。

104（320）
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